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司ミ』昌司
平成14年度富山大学入学式を盛大に挙行
一学部学生1. 595人， 大学院生316人， 計1, 91 1人の入学を許可一
平成14年度富山大学入学式が 4月8日（月）午前10
時30分から富山市芸術文化ホールにおいて挙行されまし
た。
式に先立ち， 富山大学合唱団による 「富山大学歌」
（森川勝 彦作曲）及び「I will praise thee, o loadJ 
(KNUT NYSTEDT作曲）の合唱があり， 会場は和やかな雰
囲気に包まれました。
式では， 関係部局長が列席する中， 最初に瀧津学長が，
学部学生1, 516人， 3年次編入学生79人及び大学院生316
人計1. 91 1人に入学許可を宣言し 「富山大学は富山医科
薬科大学及び高岡短期大学と再編・統合の協議を始める
ことになり， 業績と伝統を発展させた新大学に生まれ変
わる日も遠くない。 また 自由と自己責任の世界に入っ
たことを自覚し， 悔いのない青春を送ってほしい。」旨
告辞されました。
これに対し， 経済学部経営学科大島利基さんが新入生
を代表して「入学生一同は， 在学中， 学則を守り， 自己
の研錆に努め， 更なる未来への展望を広げるとともに，
より一層の学識を深めるよう努力します。」と宣誓し，
無事に式を終了しました。
また， 式終了後， 富山大学ギターマンドリンクラブが
「菊次郎の夏J （久石 譲作曲）及び「ルンバJ (Dieter 
Kreidler作曲）の2曲を合唱し 続いて富山大学フィル
ハーモニー管弦楽団が「ラデッキィ一行進曲J （ヨハン ・
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富山大学のそれぞれの学部へ入学の皆さん， 大学院研
究科へ進学なさった皆さん， おめでとうございます。
現在の日本では， 同年代のほぼ半数が高等教育を受け
る時代になったと言われていますが， やはりかなりの厳
しい入学試験に合格しなければならず， 皆さんは今， 受
験勉強から解放されて新しい大学生生活への期待でいっ
ぱいのことと思います。
さて， 新聞等の報道で国立大学の行方に不安を持って
おられる方もいるでしょう。 確かに今， 全国の国立大学
シュトラウス作曲）及び「威風堂々」（エルガ一作曲）
の2曲を演奏し， 入学生を楽しませました。
その後， 学部入学生に対しては， 学生部のオリエンテー
ションが行われました。
なお， 工学部では， 保護者を対象とした施設見学と懇
談会が初めて実施されました。
では， 独立行政法人化や再編統合問題で揺れております。
法人化によって大学の運営が国の行政から独立して行わ
れることになりますが， 国の予算で運営される国立大学
であることに変わりはありません。 また， 大学として学
問研究の自由と共に， 社会的責任が今以上に大きくなる
ことも事実ですが， しかし大学としての本来の姿を失わ
ないように， 国立大学協会でも様々な検討が行われてい
ます。
また， 再編統合については， 富山大学も先般， 県内の
富山医科薬科大学・高岡短期大学との統合に向けて協議
を始めることになりました。 しかし， 3大学の統合と言っ
ても3つの大学がただ一つにまとまるのではなく， 3大
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学が統合することによって， より研究体制を強め， 学生
の教育を充実させ， 多くの社会的貢献が出来る大学にな
ることを目指しております。
3大学の中では， 私たちの富山大学は最も長い歴史を
持ち， 多くの研究業績を挙げ， 数多くの有能な人材を育
ててきましたが， やがて， 富山大学の業績と伝統を継承
発展させた新しい大学に生まれ変わる日も遠くはないと
期待していてください。
富山大学は50年を超える歴史の中で多くの学者研究者
を育てて来ました。 その数はこの規模の地方大学として
は全国に誇り得るものです。 もちろん大学は研究者を育
てることだけを目的としてはいません。 しかし， 多くの
研究者を育て得る実力を持った大学であることを理解し
て， どうか富山大学で学ぶことを誇りに思って勉学に励
んで下さい。
ここで皆さんが富山大学の学生として， 是非心にとめ
ておいてほしいことについて， 少し述べましょう。
まず， 大学での勉学や研究は 高等学校までの勉学と
根本的に異なっています。 皆さんは小学校から高校まで，
国が認めた教員免許状を持った先生方に， それも文部科
学省が検定した教科書を使って， 文部科学省が定めた学
習指導要領に従って教育を受けてきたわけです。 いわば，
定められたコースを受け身で勉強してきたわけです。
しかし， 大学での勉学は違います。 大学では教授・助
教授・講師・助手といった先生方が講義や演習・実験指
導などを担当していますが 大学の先生には免許状とい
うものはありません。 また， 大学には学習指導要領も文
部科学省が定めた教科書もありません。 大学の教員の資
格はそれぞれの学問の分野で研究者として業績を挙げた
ことで決まり， 今も研究者であることが教員の資格です。
どんな基礎的な分野の授業を担当している教員も学会で
研究者として認められており， その知識と経験に基づき，
責任を持って講義を担当し 教科内容に相応しい教科書
を選んで授業を行っております。 つまり大学の教育は教
員の自由と責任において行われているのです。
さて学生の立場も， 今までの生徒の立場と全く異なっ
ています。 生徒の場合は， 勉強や生活態度をはじめ進路
指導に至るまで， 一人一人の生徒についてきめ細かな指
導が行われています。 しかし大学の学生となると， 学ぶ
も遊ぶも全て自己責任の世界です。 授業をサボッても誰
も注意してくれません 。
また大学では， 教員は修学上の問題で相談に来る学生
には幾らでも対応しますが， 極端に言えば， 自ら求めな
い学生には何も与えてくれません。 大学の附属図書館に
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は， 百万冊近い蔵書があり， 雑誌も海外の学術雑誌を含
めて， 約16, 000種類のものがあります。 これらを利用す
るもしないも自由です。
自由と責任， それは大人の世界です。 私たち教員は皆
さんを大人として， 紳士淑女として迎えます。 皆さんは
自由と自己責任の世界に入ったことをまず自覚してくだ
さい。
もう一つ重要なことは， 皆さんは学部での専門分野の
勉学のほかに， 人文・社会， 自然系の教養科目や， 外国
語・ 保健体育・情報処理・言語表現， また総合科目といっ
た科目の勉学が必要です。 富山大学では， 学生のそれぞ
れの個性を伸ばし， 将来， 社会で指導的立場に立つ有為
な人材を育てることを目的としていますが， その根底に
は， 将来に向けて変わることのない価値観としての， 高
度な倫理観に基づく豊かな人間性を培うという理念があ
ります。
専門教育による高い専門知識を持っていても， 広い視
野と豊かな人間性を持っていない限り 社会の変動に的
確な対応が出来ません。 このような能力の養成は専門教
育のみでは困難で， 全学の教員がそれぞれの専門分野を
生かして担当する教養教育を重視することによって， 実
現し得るものです。 富山大学が専門教育と共に教養教育
を重視している理由を， 今一度かみしめて理解していた
だきたいと思います。
終わりにもう一つ， 学生達の中には， 大学の授業が面
白くないと言う学生がいます。
しかし， 大学の講義は落語や漫才ではありません。 勉
学は本来， 始めから楽しいものではないのです。 勉学と
いうものは始めは苦しいものです。 苦しい勉学を通して
初めて勉学の楽しみがわかつて来ます。
少し厳しいことを言い過ぎました。 大学院に進学した
皆さんには， 言わずもがなのことだったかも知れません。
本日， 富山大学の学生となった皆さんは， どうか勉学
に， またサークル活動に， 悔いのない青春を送ってくだ
さい
最後に， 本日の入学を心からお祝いして私の告辞とい
たします。
平成14年 4月8日
富山大学長 瀧 津 弘
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国軍J�a
（法 律）
O国立学校設置法の一部を改正する法律（23) （平成14.
4. 10官報第3338号）
（政 令）
O国立学校設置法施行令の一部を改正する政令 (130)
（ 平成14. 4. 1官報号外第65号）
0盲学校， 聾学校及び養護学校への就学奨励に関する法
律施行令の一部を改正する政令 (139) （同）
0学校教育法施行令の一部を改正する政令 (163) （平成
14. 4. 24官報第3348号）
（省 令）
O文部科学省組織規則の一部を改正する省令（文部科学
22) （平成14. 4. 1官報号外第65号）
0文部科学省定員規則の一部を改正する省令 （同23)
（同）
O教育公務員特例法施行令第1条の規定に基づき大学院
に置かれる研究科の長を定める省令の一部を改正する
省令（同26) （同）
O国立学校における授業料その他の費用に関する省令の
一部を改正する省令（同27) （平成14. 4. 1官報号
外第66号）
O国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令（同28)
（平成14. 4. 8官報第3336号）
（規 則）
O人事院規則1- 5 （特別職）の一部を改正する人事院
規則（人事院1- 5 -12) （平成14. 4. 1官報号外
第65号）
0任用等に関する人事院承認等の廃止 ・合理化のための
関係人事院規則の整備に関する人事院規則（同1 35) 
（同）
0人事院規則9 2 （俸給の適用範囲）の一部を改正す
る人事院規則（同9- 2 -41) （同）
O人事院規則9-6 （俸給の調整額）の一部を改正する
人事院規則（同9-6 -45) （同）
0人事院規貝lj9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等の基準）の
一部を改正する人事院規則（同9- 8 -46) （同）
O人事院規則9-17 （俸給の特別調整額）の一部を改正
する人事院規則（同9-7-87) （同）
O人事院規則9-30 （特殊勤務手当）の一部を改正する
人事規則（同9-30-45) （問）
0人事院規則9 68 （義務教育等教員特別手当）の一部
を改正する人事院規則（同9-68-7) （同）
0人事院規則l I- 8 （職員の定年）の一部を改正する人
事院規則（同l1- 8 -15) （同）
0人事院規則16-0 （職員の災害補償）の一部を改正す
る人事院規則（同16-0-32) （同）
O人事院規則16 3 （災害を受けた職員の福祉事業）の
一部を改正する人事院規則（同16- 3 -31) （同）
O人事院規則16- 4 （補償及び福祉事業の実施）の一部
を改正する人事院規則（同16- 4 -22) （同）
（告 示）
Oあん摩マッサージ指圧師， はり師， きゅう師等に関す
る法律に規定する学校として認定した件の一部を改正
した件 （文部科学的）（平成14. 4. 1官報号外
第66号）
0大学の設置等の認可申請書その他の書類の犠式及び提
出部数の一部を改正する件（同74) （同）
0放射線監視等交付金交付規則の一部を改正する規則を
定める件（同76) （平成14. 4. 10官報第3338号）
0短期大学の廃止を認可した件（同79) （平成14. 4. 
17官報第3343号）
0短期大学， 短期大学の学科の廃止を認可した件（同80)
（同）
O大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について
定める件の一部を改正する件（同82) （平成14. 4. 3 
0官報第3351号）
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富山大学21世紀C 0 E対応委員会要項の制定
「一富山大学21世紀C 0 E対応委員会要項の制定理由一一一一一一一一一ー － 
! 富 山 大 学 の 教 育研究 の 水 準 向 上 及 び競争 的 環 境 の 活 性 化 を 図 る た め ， 富 山 大 学 2 1 世紀 C 0 E 対 応 委 員 会 を 設置 ！
！ す る こ と に 伴 い ， 所要事項 を定め る 。 ！ 
富 山 大学21世紀C 0 E 対応 委 員会要項を次の と お り 制定す る 。
平 成 1 4年 4 月 26 日
富 山 大 学2 1 世紀 C 0 E 対応 委 員 会 要項
（設 置）
第 1 条 富 山 大 学 に 世界的教育研究拠点形成 の た め の 重
点 的 支 援 に 対応 す る た め ， 富 山 大 学2 1 世紀C 0 E 対
応委員会 （以下 「委 員会」 と い う 。 ） を置 く 。
（任 務）
第 2 条 委 員 会 は ， 世界的 教 育研究拠点 形成 の た め の 重
点 的支援 に 対 応す る た め ， 富 山 大学大学院博士後期課
程 の 単独 又 は 複数 の 専 攻及び学 内 共 同 教育研究施設若
し く は 富 山 大 学大学院修士課程 の 単独又 は複数 の 専攻
の う ち か ら ， 文 部 科学 省 に 申 請す る 分野 （細分野） 及
び専攻等 を決定す る も の と す る 。
（組 織）
第 3 条 委 員 会 は ， 次の 各号に掲げ る 者 を も っ て組織す
る 。
( 1 ) 学長
(2） 副 学 長
(3） 研究科長
(4） 副研究科長
(5） 専 攻 長
(6） 事 務 局 長
（委員長）
第 4 条 委員会 に 委 員 長 を 置 き ， 学長 を も っ て 充 て る 。
2 委 員 長 は， 委員会 を招集 し ， そ の 議長 と な る 。 た だ
し ， 委 員 長 に 事故あ る と き は 委 員 長 があ ら か じ め 指
名 し た 委 員 が そ の 職 務 を 代行 す る 。
（議 事）
第 5 条 委 員 会 は ， 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 開 会
- 6 -
富 山 大 学 長 瀧 津 弘
で き な い 。
2 議 事 は ， 出 席 委 員 の 過半数 を も っ て決 し ， 可否 同 数
の と き は ， 議 長 の決す る と こ ろ に よ る 。
（意見 の 聴取）
第6条 委 員 会 が必要 と 認 め た と き は ， 委員以外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意見 を 聴 く こ と が で き る 。
（専 門 部会）
第 7 条 委 員 会 に ， 2 1 世紀C 0 E の 申 請 に 際 し ， 将来構
想及びそ の 実 現 の た め の 計 画 の 策定並び に 資料収集等
を す る た め ， 自 然系 部会及び人文 ・ 社会 系 部 会 を置 く 。
2 自 然 系 部 会 は ， 次の 者 を も っ て 構成す る 。
( 1 ） 理 工 学研究科長
(2） 理 工学研究科副研究 科 長
(3） 委 員 会 に お い て 申 請 対象 に決定 さ れ た 理 工 学研究
科博士後期課 程 の 専 攻 長 及 び 当 該専 攻 か ら 選 出 さ れ
た 教授 2 人
3 自 然系 部会 に座長 を 置 き ， 理工学研究科 長 を も っ て
充 て る 。
4 人 文 ・ 社会 系 部 会 は 次の 者 を も っ て構成す る 。
( 1 ） 人 文 科学研究 科 長
(2） 教育学研究科長
(3） 経済学研究科長
(4） 前 3 号の研究科 の う ち 委 員 会 に お い て 申 請対象
に決定 さ れ た 研究 科 の 専攻 か ら 選 出 さ れ た 教授 2 人
5 人 文 ・ 社会 系 部会 に座長 を 置 き ， 前項第 1 号か ら 第
3 号 に掲げ る 者 の 互選 に よ る 。
6 専 門 部会 の 議事は， 出席委員 の 過 半数 を も っ て決 し ，
可否 同 数 の と き は， 座長 の決す る と こ ろ に よ る 。
平成14年5月 学
（庶 務）
第 8 条 委 員 会 の 庶 務 は ， 総務部研究協 力 課 にお い て 処
理す る 。
（雑 則）
第 9 条 こ の 要項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運 営 に
報 第448号
関 し必要な事項は， 委員会が定 め る 。
附 則
こ の 要項は， 平 成 1 4年 4 月 26 日 か ら 実施 す る 。
富山大学学長選考規則の一部を改正する規則の制定
「ー富山大学学長選考規 則 の改正理由一一一
i 1 推薦資格者及び選挙資格者 の 見 直 し に 伴 い ， 所要事項を 改 め る 。
2 学長選挙候補者が， 3 人 又 は 2 人 の場合 の取扱 い を明確 に す る た め ， 所要事項を改め る 。
3 不在者投票の取扱 い の 見 直 し に 伴 い ， 所要事項を 改 め る 。
4 予備選挙 の 実効性 が無 い こ と か ら ， 予 備選挙 を 廃止す る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
5 字句 を 整備 す る 。
ーー一一一一一一一一一ーー－ー－ーーーー一一一一一一一ー－ーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－－
富 山 大学学長選考規則 の一部 を 改正 す る 規則 を 次 の とお り 制 定 す る
平 成 1 4年 4 月 26 日
富 山 大学学長選考規則 の 一 部 を 改正 す る 規則
富 山 大学学長選考規則 （昭和 62年6 月 26 日 制定） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 3 条第 2 項中 「 1 カ 月 J を 「 1 か 月 J に 改 め る 。
第 5 条 中 第 2 項 を削 り ， 第 3 項 を 第 2 項 と す る 。
第6条第l項 中 「専任教官J を 「専任教員J に 改 め ，
「海 外渡航 中 の 者及 び」 を削 り ， 同 条 第 2 項 中 「 専 任 教
官J を 「 専 任 教 員 」 に 改 め ， 「， 海 外渡航 か ら 帰 国 し た
者Jを削 り ， 同条第 3 項中 「専任教官」 を 「専任 教員」
に 改 め ， 「， 海 外渡航 中 の 者」 を 削 る 。
第 7 条第 2 項 中 「専任教官」 を 「専任教員」 に 改 め ，
同条第 5 項 中 「予備選挙候補者」 を 「学長選挙候補者」
に 改 め ， 同条第 7 項中 「第 1 9条Jを 「第 1 8条」 に 改 め る 。
第 10条第 3 項及 び第 4 項中 「予備選挙候補 者」 を 「学
長選挙候補者Jに 改 め る 。
第 l l条 の見 出 し 中 「予備選挙候補者」 を 「学長選挙候
補 者」 に 改 め ， 同 条 中 「予備選挙候補者」 を 「学長選挙
候 補 者」 に ， 「予備選挙 候 補 者 名 簿」 を「学長選挙候補
者 名 簿」 に 改 め る 。
第 1 2条 を 次 の よ う に 改め る 。
（学長選挙候補 者 の 経歴書等）
富 山 大 学 長 瀧 津 ヲム
第 1 2条 管 理 委 員 会 は ， 学長選挙候補者か ら 提 出 さ れ た
経歴書 等 を選挙資格 者 に 配布す る 。
第 1 3条 を削 る 。
第 1 4条 の 見 出 し を 「 （選挙） 」 に 改 め ， 同 条 第 1 項 中
「本選挙 は ， 本選挙候補 者 に つ い て 」 を 「選挙 は， 学長
選挙候補 者 に つ い て」 に 改 め， 同条第 2 項中 「前項の投
票 に お い て J を 「学長選挙候補者が 4 人以 上 の場合で，
前項の投票 にお い て」 に 改 め ， 同条第 3 項中 「前項の投
票 に お い て J を 「学長選挙候補者が 3 人 の場合 （前項 に
よ る 得票上位 の 3 人 の 選挙 の場合 を 含む。） でJ に 改 め ，
た だ し 書 き を削 り ， 同 条 に 次 の 1 項 を 加 え ， 同条 を 第 1 3
条 と す る 。
4 学長選挙候補 者 が 2 人 の場合 （前項に よ る 得票上位
の 2 人 の 選挙 の 場 合 を 含む。） で ， 得票が 同 数 で あ る
と き は， 評議会が学長候 補 当 選者 を決定す る 。
第 1 5条 の 見 出 し 中 「本選挙実施J を 「選挙実施」 に 改
め ， 同条第 1 項中 「本選挙候補者」 を 「学長選挙候補者」
に 改 め ， 同条 を 第14条 と す る 。
第16条第 1 項中 「予備選挙及び本選挙」 を 「選挙J に
改 め ， 「， 公務上やむ を 得 な い 事 由 に よ り 」 を削 り ， 同
条 を 第 1 5条 と す る 。
第 1 7条 を 第 1 6条 と す る 。
第 1 8条 中 「予備選挙及び本選挙」 を 「選挙」に 改 め ，
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た だ し 書 き を 削 り ， 同条 を 第 1 7条 と す る 。
第 1 9条 を 第 1 8条 と し ， 第 20条 か ら 第2 2条 ま で を 1 条ず
つ繰 り 上げ る 。
報 第448号
附 則
こ の規則は， 平成 1 4年 4 月 26 日 か ら 施行す る 。
富山大学学長選考実施細則の一部を改正する細則の制定
「一富山大学学長選考実施細則 の改正理由一
1 予備選挙が廃止 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。 ｜ 
2 富 山 大 学学長選考規則 に お い て ， 選 挙 資格 者 に 配 布 す る 学長選挙候 補 者 の 経歴 書 等 が 改正 さ れ た こ と に 伴 ｜
い ， 所要事項 を改め る 。
3 富 山 大学学長選考規則 に お い て， 不 在 者投票の取扱い が改正さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学学長選考実施細則 の 一部 を 改正 す る 細則 を次の と お り 制定す る 。
平成 1 4年 4 月 26 日
富 山 大学学長選考実施細則の 一部 を 改正す る 細則
富 山 大学学長選考実施細則 （昭和 62年6 月 初 日 制定）
の一部 を次の よ う に 改正す る 。
第 1 条 中「第2 2条」 を 「第2 1条」 に 改 め る 。
第 2 条第 1 項第 3 号 中 「予備選挙及 び本選挙Jを 「選
挙」 に 改 め る 。
第 5 条 （見 出 し を 含む。 ） 中 「 予 備 選 挙 候 補 者 名 簿J
を 「学長選挙候補者 名簿Jに 改 め る 。
第6条 を次の よ う に 改 め る 。
（学長選挙候補者 の 経歴書等）
第6条 規則第 1 2条 の 規定 に よ る 学長選挙候補者か ら 提
出 さ れ た 経歴書 等 と は ， 次の 各号に掲げる 書類 と し ，
五十音順 に 作成す る 。
(1) 経歴書 （様式第 4 )
( 2 )  大 学 の 管理運営 に 関 す る 見解 （2,000字以 内 ）
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( 3 )  大 学 の 教 育 ・ 研究 に 関 す る 見解 （2, 000字以 内）
( 4 )  そ の 他管理委員会が必要 と 認 め た 事項
2 学長選挙候 補 者 は ， 前項 に 規定す る 書類 を 学 長選挙
候補者 の 公示後 7 日 以 内 に 管 理 委 員 会 に 提 出 す る も
の と す る 。
第 7 条 中 「予備選挙及び本選挙Jを 「選挙J に 改 め る 。
第 8 条 中 「予備選挙及 び本選挙」 を 「選挙」 に 改 め ，
「それぞれ」 を削 る 。
第 10条 を 削 り ， 第 l l条 を 第 10条 と し ， 第 1 2条 を 第 1 1条
と し ， 第 1 3条 を 第 1 2条 と す る 。
様 式第3中 「予備選挙候補 者 名 簿」 を 「学長選挙候補
者 名簿jに 改 め る 。
様式第 4 及び様式第 5 を次の よ う に 改 め る 。
附 則
こ の 細則は， 平 成 1 4年 4 月 26 日 か ら 施行す る 。
平成14年5月
様式第4
学 報
学長選挙候補者の経歴書〈（元号） 年 月 日現在）
ふりがな 現 可能
氏 名 本籍（都道府県のみ）
現 住 所
生 年 月 日 年 月 日（満
最 終 A寸，，みー 歴
（元号） 年 月
． 
職 歴
（元号） 年 月
． 
． 
． 
． 
． 
． 
且子4一 位 ． 称 号
（元号） 年 月
． 
． 
専 門 分 聖子
賞 罰
（元号） 年 月
． 
． 
学会 ・ 社会に おけ る活動
（元号） 年 月
． 
※用紙はA4判とする。
第448号
富山大学
才）
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富山大学における教員の教育業績評価指針の制定
「一 富山大学における教員の教育業績評価指針の制定理由 ー
: 本 学 が 教 員 の 教 育 活 動 状況 に つ い て定期 的 な 点検・評価 （教員 の 教 育 業績 評 価 ） を 実施 す る に 当 た り ， 教員の ｜
！ 教育業績評価 に 係 る 基本方針を定め る た め ， 指針を 制定す る 。 ！ 
富 山 大学 に お け る 教員 の 教 育 業績評価指針を次の と お り 制定す る 。
平成 1 4年 4 月 26 日
富 山 大 学 に お け る 教員 の 教 育 業績評価指針
（ 目 的）
第 l こ の 指 針 は ， 富 山 大 学 （ 以 下 「本学」 と い う 。）
の 教 員個 人 の 教 育活 動 状況 に つ い て ， 自 律的 か つ定期
的 な 点検 ・ 評価 （ 以 下 「 教 育 業 績 評 価j と い う 。） を
実施す る こ と に よ り ， 本 学 の教員 人 事 の 活性化 を 推進
す る と と も に ， 教 育活 動 の 一層 の 改善， 充 実 を 図 り ，
も っ て本学の理念 の 実現 に寄与す る こ と を 目 的 と す る 。
（評価 の 対象）
第 2 教 育 業績評価 の 対象 と す る 教員 （被評価者） は，
本 学 の 教授， 助教授， 専 任 の 講 師 及 び助 手 と す る 。
（評価 に 係 る 組織）
第 3 教育業績評価 に 係 る 組織 は ， 次 に掲げ る と お り と
す る 。
( 1 ) 学長
(2） 大学教育業績評価委員会
(3） 学部長等 （第 4 号の学部等の長 を い う 。 以下同 じ。）
(4） 学部等 （各学部， 地域共 同研究セ ン タ ー ， 生涯学
習教育研究セ ン タ ー ， 総合情報処理セ ン タ ー ， 留 学
生 セ ン タ ー ， 水 素 同 位体科学研究セ ン タ ー ， 機 器 分
析 セ ン タ ー ， 極 東地域研究 セ ン タ ー 及び保健管理セ
ン タ ー を い う 。 以 下 同 じ 。） に 設置す る 学部 等 教 育
業績評価委員会
(5） 教員 （被評価者）
2 大学教育業績評価委員会及び学部等教育業績評価委
員会 に 関 す る 規則は， 別 に定め る 。
3 必要 に 応 じ て ， 大学教育業績評価委員会 に は学外者
を ， 学部等 教 育 業績評価委員会 に は 当 該学部等以外 の
者 を ， 外部委員 と し て 加 え る こ と がで き る 。
（評価 の 領域）
第 4 教 育 業 績 評 価 は ， 教員 の 教育 活 動 全 般 に つ い て 幅
富 山 大 学 長 瀧 津 弘
広 く 行 う 。
（評価 の 方法）
第 5 教 育 業 績 評 価 は ， 原則 と し て ， 評価 さ れ る 教員 が
自 ら 作 成 し た 資料 及 び学生 に よ る 授業 評 価等 の 結 果 に
基 づ き 行 う 。
2 教 員 の 教 育 業 績 評 価 は ， 大学教育業績評価委員会が
行 う 第 一次評価及 び学部等教育業績評価委員会が行 う
第二次評価 と す る 。
（評価項 目 及 び評価基準）
第6 教育業績評価の 評価項 目 及 び評価 基 準 は ， 大学教
育 業績評価委員会が定め る 。
た だ し ， 学部等教 育業績評価委 員会が行 う 第二次評
価 の 学部等 の 共 通 の 評価 基 準 は ， 実 施 細 目 に定め る も
の と す る 。
2 学部等教育業績評価委員会は， 学部等 の 特殊性や 教
員 の 専 門性 を 考慮 し ， 大学教育業績評価委員会が定め
た 評価項 目 及び評価基 準 を 尊重 し て ， 独 自 の 基 準 を 設
定す る こ と が で き る 。
3 大学教育業績評価委員会は， 全 学 的視野 に 立 っ て ，
学部等で定め た 教員 個 人 の評価項 目 ， 評価基準等の妥
当 性 を 検 討 し ， 必要 に 応 じ て学部等 に よ る 不均衡 を 調
整す る 。
（教員 の 教 育 業 績 等）
第 7 本 学 の す べ て の 教 員 は 毎年 4 月 か ら 翌 年 の 3 月
ま で の 教育 活 動 の 年開業績 を 所定 の 様 式 に 従 っ て ま と
め ， 所定の 期 日 ま で に 大 学教 育業績評価委員会 に 提 出
す る も の と す る 。
（評価 の 実施）
第 8 大学教育業績 評価委員会及び学部等教育業績評価
委員会は， 教 員 の 教育業績 を 毎年 評価 し ， そ の 結果を
年 度 内 に 各教員 に 通 知 す る 。
（異議 の 申 立 て ）
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第 9 教 員 は ， 評価結果 に 対 し て ， 異議 を 申 し 立 て る こ
と が で き る 。
（意見 の 聴取）
第 1 0 学部長等は， 教 員 か ら 異議 申 立 て が あ っ た と き に
は， 教 員 の 意見 を 聴取 し 再評価 し な ければな ら な い。
（評価結果 の 利 用 ）
第 1 1 学長及び学部長 等 は ， 評 価 の 結 果 を 教員 の 人 事 の
活性化を促すた め に 利 用 す る 。
2 学長及び学部長等は， 評 価 の 結 果 を 教 員 の 教育 活 動
の 改 善， 充実 を促すた め に 利用 す る こ と も で き る 。
3 学長及び学部長等は， 特 に 高 い 評 価 を 受 け た 教員 に
対 し ， そ の 活動 の 一層 の 向 上 を促す た め ， 適切 な措置
を と る こ と が で き る 。
4 学長及び学部長等 は ， そ の 活 動 が十分で な い と 評価
さ れ た 教 員 に 対 し て ， そ の 理 由 を 調 査 し ， 教 育 活 動
報 第448号
状況 の 改 善 に つ い て， 適切 な 助言及び指導 を 行 う も の
と す る 。
5 学長及び学部長等 は， 教育業績評 価 の 結果 を 集 計 し ，
総 合 的 に 分析 し ， 本 学 又 は 学 部等 の 教育活動 の 現 状 を
把握 し ， 本 学 の 理念 の 実現 の た め に 積極 的 に 利 用 す る
も の と す る 。
（評価 結 果 の 公表）
第 1 2 教員個 人 の 教育業績評価結果 に つ い て は ， 当 分 の
問 公表 し な い こ と と し ， 公 表 の 時期 に つ い て は， 実 施
状 況 の 推移 を み な が ら 検 討 す る 。
2 学長及び学部長等は， 第ll第 5 項 に よ る 集計及び分
析 の 結 果 を 公表 す る も の と す る 。
附 則
こ の 指針は， 平 成 1 4年 4 月 26 日 か ら 施行 す る 。
副司司
再編・統合検討委員会（4月5 日）
（審議事項）
( 1 ) 文部科学省 と の 打 ち 合 わ せ に つ い て
(2) 3 機 関 に よ る 協議 組織 に つ い て
水質保全センター運営委員会（4月8日）
（審議事項）
( 1 ) 水質保全セ ン タ ー の 名称変更に つ い て
年史編纂委員会（4月9日）
（審議事項）
( 1 ） 富 山 大学50年史 の 発行 ス ケ ジ ュ ール に つ い て
自己点検評価委員会（4月9日）
（審議事項）
( 1 ) 自 己点検評価委 員 会 専 門 委 員 会 の 委 員構成 に つ い
て
(2) 「富 山 大 学 の 現状 と 課 題 2 00 2」 に つ い て
(3） 平 成 1 3 年 度 着 手 の 大学評価 「研究活 動面 に お け る
社会 と の 連 携及び協 力J に 係 る 事 前調査回答 （案）
に つ い て
再編・統合検討委員会（4月1 2日）
（審議事項）
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( 1 ） 国 立 大 学 の 再 編 ・ 統合 に 係 る 懇 談 会 の 報 告 に つ い
て
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（4
月15日）
（審議事項）
( 1 ） 富 山 大 学 の 教育 業績評価 の 確 立 に つ い て
再編・統合検討委員会（4月18日）
（審議事項）
( 1 ) 新大 学 の 中 間構想、 （案） に つ い て
組織運営体制の整備に関する検討委員会（4月23日）
（審議事項）
( 1 ) 組織運営体制 の 整備 に つ い て
広報委員会（4月25日）
（審議事項）
( I ） 専 門 委員 会 及 び広 報誌編集委員 会 の 任 務 分担 に つ
い て
学生生活委員会（4月25日）
（審議事項）
( I ） 第4 7 回 （平成 1 4年 度 ） 大学祭 に つ い て
平成14年5月
(2） 学寮 の 在 り 方検討部会委員 の 選 出 に つ い て
(3) Campus News編集委員 の 選 出 に つ い て
施設整備委員会（4月26日）
（審議事項）
品主... ザ与
( 1 ） 平成 1 5年 度 施設 整備概算 要 求 に 係 る 学 内取 り ま と
め 状況 に つ い て
(2） 富 山 大学施設利 用 細則 に つ い て
部局長会議 （4月26日）
（審議事項）
( 1 ) 学 生 の除籍に つい て
(2） 平成 1 4年 度大学祭 に 伴 う 休業 日 に つ い て
司
報
評議 会（4月26日）
（審議事項）
第448号
( 1 ) 富 山 大学名 誉 教授称号授 与 に つ い て
(2） 平 成 1 3 年 度 着 手 の 全学テーマ別評価 「研究活動面
に お け る 社会 との連 携及び協 力」事前 調 査 回 答 に つ
い て
(3） 富 山 大 学 2 1 世 紀 C 0 E 対応 委 員 会 要項の 制定 に つ
い て
(4） 富 山 大 学学長選考規則及び富 山 大 学学長選考実施
細則の 一 部 改正 に つ い て
(5） 富 山 大 学にお け る 教 員 の 教 育業績評価 指針 の 制 定
に つ い て
ミ』
新大学構想協議会が発足
3 月 26 日 （火） に 富 山 大学 富 山 医 科 薬 科 大 学及 び 高 岡 短 期 大 学 の3大 学学長 に よ る 富 山 県 内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統
合 に 向 け た 協 議 開 始 の 合意 書 の 調 印 が 行 わ れ た こ と を 受 け て ， 4 月 22 日 （ 月 ） に 高 岡 短 期 大 学 に お い て． 3 大 学 の 各
学長， 副 学長 及 び学 部 長 等 2 0 人 が 出 席 し て 第 1 回 新 大 学構 想 協 議 会 が 開 催 さ れ ， 平 成 1 5 年 度 の 再 編 ・ 統 合 に 向 け た 協
議 を 開 始 し ま し た。
会 議 で は 各 大 学 か ら 下表 の と お り 新 大 学 に 向 け た 構 想 案 の 説 明 があ り ， 主 と し て ， 高 岡 短 期 大 学から提 案 があ っ た
準学士制度 の 導 入等 に つ い て意見交換が行 わ れ ま し た。
学 部 大学院 その他
東西医学薬学， 自 然科学， 人 医薬中心で一部理工が加わ っ た 附属病院の分院を富山
富 山 医科薬科大学
文社会文化学， 保健福祉医療 医 学薬 学総 合 科学研究 科 を 新 市五福地区に新設。 脳
学の 4 つ の学部群の も と に 8 設。 医学系研究科に 医科学専攻 と 心の発達 ・ 加齢セ ン
～ 9 学部 と 附属病院。 を新設。 タ ー を新設。
地域政策， 地域文化， 国際交 人文科学， 理工学な ど既存の研 文化系 の学部 に 準学士
高 岡短期大学
流な ど 8 ～ 9 学部。 学部， 大 究科 と 新設研究科。 制度 を導入。
学院な ど を ま と め る 組織 と し
て学群 を 設置。
人 文科学系経済 ・ 経営 ・ 法 医薬系 と 理工系で生命科学 系 の
富 山大学
律学系及び教員養成機能 を有 独立研究科を 新設。 既存の 理工
す る 学部な ど 8 学部。 学研究科に も 新 し い独立専攻 を
設置。
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4 月 30 日 （火） に 第 2 回 新 大 学構 想 協 議会 が 開 催 さ れ， 学部編成 （特 に ， 教員養 成機 能 を 有 す る 学部） や 大 学 院 ，
教 養 教 育 及 び準学士 制 度等 に つ い て 意 見 交 換 が行 わ れ ま し た 。 ま た ， 協 議 会 の 下 に 3 大 学 の 学長， 副 学長 1 名 ， 学 長
が指 名 す る 教官 1 名 及 び事務 局 長 計 1 2 名 で構成す る 「新大学構想策定委員会」 を 設置す る こ と に な り ま し た 。
再 編・統 合⑦
本 学 学 内 広 報紙 「富 大速報」 第9号 に 標記の 記 事が次の と お り 掲載 さ れ ま し た。
0富大速報第9号 『再編・統合⑦』
｜国立大学再編・統合検討委員会報告｜
0 平 成 1 4年 4 月 1 8 日 （木） に 第 1 3回 国 立大学再編 ・ 統合検討委員会 が 開 催 さ れ ま し た 。
との 日 の 委員会 は， 4 月 22 日 （月 ） に 高 岡 短 期 大学 に お い て 開 催 さ れ る 新大学構想協議会 （仮称） に 提案す る
よ う 各大 学 に 課 さ れ た 新大学 の青写真 （本 学 の 提 出資料） に 関 し て 協議 さ れ ま し た 。
以下 に ， 資 料 の 総 論 部分 に つ い て掲載 し ま す 。 な お こ の 他 に ， 乙 れ ま で各 部会 に お い て 報 告 さ れ た 中 間 報 告
を 要約 し た 資料 も 併せ て 同協議会 （仮称） に 提 出 さ れ ま す。
期待 さ れ る 新 大学像
科学技術の著 し い 発 展 と 情報 化 の 進 展 は 人類 に 多大 な恩恵 を も た ら し た が， そ の反面， 価値観 の 多様化や地
球規模で の 環 境 問 題 ， 生命倫理 に 関 わ る 問 題 な ど 新 た な 問題 を 引 き 起 こ し て い る 。 こ の よ う に ， 社会が複雑 かっ
急 激 な 変 化 を 遂げ る に 伴 い ， 大 学 に 対 し 従来以 上 に 「知 の創造 と 社会への貢献」 が 強 く 求 め ら れ て い る 。 他方，
富 山県 内 国 立 3 大 学 は ， 再編 ・ 統合 に 向 け て の 協議 開 始 の 基本 的確認事項と し て， 新 し い 大 学 の 基 本 理 念 を 「地
域 と 世界に 向 か つて聞か れ た 大 学 と し て 生命科学， 自 然科学 と 人 文社会科学 を 総 合 し た 特色あ る 国 際 水 準 の 教
育 及び研究 を行い， 高 い 使命感 と 創造 力 のある 人 材 を 育成 し ， 地域 と 国 際社会 に貢献す る と と も に ， 科学， 芸 術
文 化 と 人 間 社会 の 調和 的 発 展 に 寄与す る 。 」 と す る こ と で 合 意 し た 。 こ れ が新大学 の 青写真 と 考 え ら れ な く も な
い が， も う 少 し 具体 的 に述べれば 新 大学 と し て 以下 の よ う な 要 件 を 満 た し て い る こ と を 期待 し た い 。
( 1 ） 環 日 本海地域 の 知 的拠点 と し て ， 先 端 的研究 と 国 際水準 の 教育 を 行 い ， 教 職員， 学 生 が誇 り を 持てる
よ う な 大学 と す る 。
( 2 ） 新 大学 の 中 に ， 教員養成機 能 を 持 っ た 学部 を 設置す る 。
( 3 ） 現 高 岡 短期 大 学 の キャ ン パ ス を 有効活用 し た 学 部 を 設置す る 。
( 4 ） 教 育
i ) 学部教育は， 質 の 高 い 教 養 教 育 と 専 門 的 な基礎教育 を 基 本 と し 幅広 い視野 と 的確 な 判 断 力 に 加 え て 激
動 す る 現 代 社会 を 生 きぬ く 能 力 を 有 す る 人 材 の 育成 を 目 指す。
ii ) ま た ， 科学技 術 の 高 度化 に 伴 い ， 高 度 の 専 門 性 を 有 す る 人 材 育 成 は 我 が 国 の 重 要 な 課 題 と な っ て お り ，
大学院教 育 の 格段の 充 実 を 実 現す る 。
( 5 ） 研究
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i ) 学 問 ・ 研究の 自 由 を 尊 重 す る 。
日 ） 教員が本務で あ る 教育 ・ 研究 に 専念 で き る よ う な 環 境 を 整備 す る 。
組 ） 医 薬 系 と 理工 系 で 生 命 科 学 系 の独立研究 科 を 新 設す る と と も に ， 理 工 学研究科 に独立専攻 （博士課程）
を 設置す る 。
( 6 ） 管理運営
i ) 教 育 ・ 研究 を 十 分遂行 で き る 時 間 を確 保 す る た め に ， 大学運営 の 思 い切 っ た効率化 を 図 る 。
ま た ， 学 長 を 補 佐す る 副 学 長 を必要 に 応じて 十分 に 配置 し ， 大 学 の 意 思が遅滞な く 決定 で き る よ う な 管
理 ・ 運営体制 を確立す る 。
ii ) 新 大 学 の 事 務 局 は 学 生定員 数や 教 養 教 育 実 施 上 の都合 を 考慮 し て 五 福 キ ャ ン パ ス に置 く 。
( 7 ） 地域貢献
大 学 の 使命 で あ る 教育 と 研究 そ の も の が社会的貢献では あ る が， 新 大学 に お い て は地 域 に 根差 し た 総合
大 学 と し て地域重視 の 姿勢を鮮明 に し 地元産業 と の 共 同研究や地域社会 へ の 知的サ ー ビ ス の 提供 を 積極的
に 行 う 。
( 8 ） そ の 他
準 学士 に つ い て は ， 制 度化 さ れ た段階で， 4 年一貫教育 と の 整合性 を 保て る 形 な ら ば文 系 の 学 部 に 導入
す る 余地 を 残す。 た だ し， 入 学 試 験 は 別 立 て と し な い 。
以 上
平成1 4年度前期公開講座の実施計画を決定
平成 14年度前期 の 富 山 大 学 公 開 講座 を 次 の と お り 実施す る こ と に な り ま し た。
講 座 名
近代フランス音楽におけるピアノ作品
自然の中で学ぼう
～野外教育施設活用講座～
陶芸（オブ、ジェ制作）
フフンス語初級I
【
教
養
入門中国語
講
座 遊べ遊べ先生たち
］ 
初級英会話
入門ドイツ語
山歩きの楽しみ（その1)
開 設 期 間
14年5月10日（金）～
14年6月28日（金）（毎週金曜日）
15時00分～16時30分
（計8日間12時間）
14年5月11日（土）～14年5月12日（日）
5月11日（土） 15時00分～16時30分
5月12日（日） 9時00分～16時00分
（計2日間15時間）
14年5月ll日（土）～
14年6月15日（土）（毎週土曜日）
15時00分～17時00分
（計6日間12時間）
14年5月ll日（土）～
14年7月13日（土）（毎週土曜日）
10時00分～12時00分
（計10日間20時間）
14年5月1 1日（土）～
14年7月6日（土）（毎週土曜日）
13時30分～15時00分
（計8日間12時間）
14年5月12日（日）～
14年7月7日（日）
14時00分～16時00分
（計5日間10時間）
14年5月18日（土）～
14年7月27日（土）
13時00分～14時30分
（計10日間15時間）
14年5月18日（土）～
14年7月13日（土）（毎週土曜日）
10時00分～12時00分
（言十8回16時間）
14年5月18日（土）～14年5月19日（日）
講義：9時00分～12時00分（計2日間9時間）
登山：9時00分～16時00分
定員 受講料 講師氏名（所属・職名）
20名 6, 800円 石井 哲夫（教育学部 助教授）
25名 6, 800円 黒田 卓（教育学部 助教授）
竹井 史（教育学部 助教授）
津井 達司（富山市立神明小学校 教頭）
竹川 雅彦（国立乗鞍青年の家主任専門職員）
20名 6, 800円 後藤 敏伸（教育学部 助教授）
20名 7, 800円 中島 淑恵（人文学部 助教授）
20名 6, 800円 中村 雅之（人文学部 助教授）
45名 5, 800円 早川 隆志（教育学部附属養護学校 教諭）
谷口 新一（北陸電力）
柳原 正年（自営業）
加藤 政昭（金沢市教員）
山元加津子（松任市教員）
20名 6, 800円 陸 君（尽都文教大学 助教授）
20名 7, 800円 黒田 廉（人文学部 助教授）
15名 5, 800円 福田 明夫（教育学部 教授）
増田恭次郎（理学部 講師）
宇井 啓高（教育学部 教授）
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講 座 名
日常の音と映像を読み解く
日本の言語文化からみた越中
政治・経済の変動と法
【
教
養
I T講座(I)
ワードプロセッサを活用して電子小説を
議 執筆しよう！
座 I T講座 (II)表計算ソフトウェアを実生活で活用しよう1
I T講座（ill)
写真集を出版しよう！
I T講座（IV)
プレゼンテーションを楽しもう！
I T講座（V)
ホームページを楽しく作ろう！
教師のための情報教育実践カ講座
環境と人間活動
健康・スポーツ教室
シニアサッカー教室
健
康 健康・スポーツ教室
動きをとおして「からだ気づき」 ・ 「体
ス
ポ ほぐしJ
ツ 健康・スポーツ教室
i
座茸
ゴルフ（初級者）コース
健康・スポーツ教室
ジョギング・ ランニングコース
ITC Wo r 1 d in TOY AMA 
インターネットとロボットで知るネッ
ト ワー ク 社会一
考えるものづくりー創造性の緬養一
〔
体
験
議
座
〕
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開 設 期 間
講義：9時00分～12時00分 （計2日間9時間）
登山：9時00分～16時00分
14年5月22日（水）～
14年6月初日（水）（毎週水曜日）
19時00分～20時30分
（計6日間9時間）
14年6月1日（土）～
14年6月29日（土）（毎週土曜日）
13時30分～15時00分
（計5日間7. 5時間）
14年6月6日（木）～
14年7月4日（木）（毎週木曜日）
18時30分～20時00分
（計5日間7. 5時間）
14年6月8日（土）～14年6月9日（日）
9時30分～16時30分
（言十2日間12時間）
14年6月22日（土）～14年6月23日（日）
9時30分～16時30分
（計2日間12時間）
14年7月6日（土）～14年7月7日（日）
9時30分～16時30分
（計2日間12時間）
14年7月初日（土）～14年7月21日（日）
9時30分～16時30分
（言十2日間12時間）
14年8月3日（土）～14年8月4日（日）
9時30分～16時30分
（計2日間12時間）
14年8月12日（月）～14年8月20日（火）
13時00分～17時00分
(8月20日は13時00分～16時00分 計2日間12時間）
14年8月24日（土）～14年8月25日（臼）
8月24日（土） 14時00分～17時30分
8月25日（日） 9時00分～12時00分
（計2日間6時間）
14年5月初日（日）～14年9月15日（日）
9時00分～12時00分
（計7日間20時間）
14年6月22日（土）～
14年7月27 4日（土）（毎週土曜日）
14時30分～16時00分
（計5日間7. 5時間）
14年8月 1 日（士）～14年8月9日（金）
（ただし， 土・日は除く）
14年8月19日（月）～14年9月13日（金）
14年7月初日（土）～14年7月21日（日）
10時00分～16時00分
（計2日間10時間）
14年8月1日（木）～14年8月2日（金）
9時30分～16時00分
10時00分～17時00分
（計2日間12時間）
第448号
定員 受講料 講師氏名（所属・職名）
増田恭次郎（理学部 講師）
字井 啓高（教育学部 教授）
30名 5, 800円 古川 政明（教育学部 教授）
森田 信一（教育学部 教授）
深見友紀子（教育学部 助教授）
苫米地義久（環境 音楽作曲演奏家）
生明 俊雄（サウンドビレッジ）
石塚 真美（作曲声楽・ピアノ演奏演出家）
鼓 みどり（教育学部 助教綬）
上山 輝（教育学部 講師）
30名 5, 800円 中井 清一（人文学部 助教授）
小助川貞次（人文学部 教授）
二村 文人（人文学部 教授）
山口 幸祐（人文学部 教授）
30名 5. 800円 篠原 巌（経済学部 助教授）
志津田一彦（経済学部 教授）
角森 正雄（経済学部 教授）
近藤 和哉（経済学部 助教授）
秋葉 悦子（経済学部 助教授）
30名 6, 800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
畑 篤（総合情報処理センター 技術専門職員）
30名 6, 800円 畑 篤（総合情報処理センター 技術専門臓員）
谷寄 文寛（総合情報処理センター 技術補佐員）
30名 6. 800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
布村 紀男（総合情報処理センター 技術補佐員）
30名 6, 800円 高井 正ニ（総合情報処理センタ一 助教授）
布村 紀男（総合情報処理センター 伎術補佐員）
30名 6, 800円 畑 篤（総合情報処理センター 技術専門職員）
谷寄 文寛（総合情報処理センター 技術補佐員）
20名 6, 800円 小JI[ 亮（教育学部 助教授）
40名 5, 800円 竹内 茂繍（教育学部 教授）
三上百合子（グリーンコンシェーマネットワーク富山代表）
野田 理男（療日本海協力センター常務理事）
谷井 進（富山県利賀芸術公演財団元事務局長）
30名 7,800円 堀田 朋基（教育学部 助教授）
水谷 秀樹（教育学部 助教綬）
布村 忠広（教育学部 教授）
20名 5. 800円 布村 宏、広（教育学部 教授）
20名 6, 800円 西川 友之（教育学部 教授）
大川 信行（教育学部 助教授）
広田 憲治（呉羽C ·C所属プロ）
15名 7,800円 山地 啓司（教育学部 教授）
20名 無料 山西 潤ー（教育学部 教授）
黒田 卓（教育学部 助教授）
45名 無料 升方 勝巳（工学部 教授）
（枠：lj:) 北村 岩雄（工学部 技官）
坂上 岩太（工学部 教授）
佐藤 雅弘（工学部 助教授）
田原 稔（工学部 助手）
米国 政明（工学部 教授）
長谷 博行（工学部 助教授）
丸山 博（工学部 技官）
唐 政（工学部 教授）
石井 雅博（工学部 講師）
田村 宏樹（工学部 教務職員）
塩野 和章（工学部 教授）
西野 清一（工学部 助教授）
岡根 正樹（工学部 助手）
友坂 敏信（工学部 技官）
伊藤 紀男（工学部 教授）
桐 昭弘（工学部 技官）
小平 憲一（工学部 教授）
池野 進（工学部 教授）
松田 健二（工学部 助教授）
川畑 常葉（工学部 技官）
二宮 英治（工学部 技官）
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ミl���
異 動区 分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 14 .  4. l 魚住 明 生 助教授 教育学部 （技術教育）
II 吉見 昌弘 助教授 教育学部 （家政教育）
II 青木 一真 講 師 教育学部 （理科教育）
II 勝井 昭彦 教 諭 教育学部附属小学校
II 松田 康子 教 諭 教育学部附属 中学校
II 荒井恵美子 教 諭 教育学部附属 中学校
II 中野 幸子 教 諭 教育学部附属養護学校
II 書川 隆行 教 諭 教育学部附属養護学校
II 野原 秀年 教 諭 教育学部附属養護学校
II 網谷 優子 教 諭 教育学部附属養護学校
” 加藤 雄一 教 諭 教育学部附属養護学校
II 荒木 直美 教 諭 教育学部附属養護学校
” 福江 厚啓 教 諭 教育学部附属幼稚園
II 坂 幸夫 教 授 経済学部 （経済学科政策科学）
II 高見 茂雄 教 授 経済学部 （経営学科経営学）
II 三浦 哲男 助教授 経済学部 （経営法学科企業関係法）
II 伊藤 嘉規 講 師 経済学部 （経営法学科基礎法）
II 香川 且珂＝喝Lさ 講 師 経済学部 （経営法学科民事法）
II 西村 暢史 講 師 経済学部 （経営法学科企業関係法）
II 唐渡 広志 講 師 経済学部 （経済学科政策科学）
II 高松 f詣 講 師 工学部 （知能情報工学科マルチモーダル情報工学）
” 張 員長 講師 工学部（物質生命システム工学科応用化学）
II 高橋 春男 （独立行政法人国立少年自然の家国立 経理部契約室契約第一係主任
立山少年自然の家事業課業務係主任）
II 久我 真 文部科学事務官 （附属図書館情報管理課）
II 赤丸 悟士 文部科学技官 （水素同位体科学研究セ ン タ ー）
II 
中ニ川民知子 事務補佐員 （総務部総務課）
II 五十嵐仁子 事務補佐員 （総務部総務課）
II 三浦みよ り 事務補佐員 （総務部研究協力 課）
II 前田 洋美 事務補佐員 （総務部研究協力課）
II 浅畑美香子 事務補佐員 （総務部研究協力課）
” 榎 明美 事務補佐員 （経理部経理課）
II 西野 英子 事務補佐員 （学生部学生課）
II 横江 厚子 事務補佐員 （学生部学生課）
II 増田 信子 事務補佐員 （学生部学生課）
II 太田 昭子 事務補佐員 （学生部学生課）
II 田島 順子 事務補佐員 （学生部厚生課）
” 片山 進 技能補佐員 （学生部厚生課調理師）
II 高瀬久美子 事務補佐員 （学生部入試課）
II 山ノ下久美子 事務補佐員 （学生部留学生課）
t’ 花田 博子 事務補佐員 （施設課）
II 藤野 敏子 事務補佐員 （工学部）
” 柿谷紀代子 事務補佐員 （工学部）
” 山田 恵子 事務補佐員 （総務部総務課）
” 藤田 由佳 事務補佐員 （総務部企画室）
II 佐藤 優子 事務補佐員 （経理部主計課）
II 竹苗吾希子 事務補佐員 （経理部主計課）
II 桑名 春雄 臨時用 務員 （経理部契約室作業員）
II 松田 新一 臨時用務員 （経理部契約室作業員）
II 多賀 健治 臨時用務員 （学生部学生課作業員）
II 中村 作三 臨時用務員 （学生部学生課作業員）
II 村井由美子 臨時用務員 （学生部学生課作業員）
II 木地 紀子 臨時用務員 （学生部学生課作業員）
II 藤井 太門 臨時用務員 （学生部厚生課作業員）
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14. 4. 1 坂林員喜子 臨時用務員 （学生部厚生課作業員）
II 並木ニ智子 臨時用務員 （学生部留学生課作業員）
II 高堂 弘 技能補佐員 （施設課機械操作手）
II 寺 岡 千栄 事務補佐員 （附属図書館情報管理課）
II 竹湾 真 弓 事務補佐員 （附属図書館情報管理課）
II 川原 京子 事務補佐員 （附属図書館情報管理課）
II 藤 田 淳子 事務補佐員 （附属図書館情報サー ビ ス 課）
II 費目黍 園雄 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員）
II 高橋 武志 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員）
II 勝野 智子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
” 勝原 晴子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
II 上野 美幸 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
II 吉野由 紀子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
，， 堀 晴子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
II 清水マ リ ナ 技術補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
II 松原 伸江 事務補佐員 （教育学部）
II 佐勝末知子 事務補佐員 （教育学部）
II 吉 田 由紀 事務補佐員 （教育学部）
II 菊池さ と み 事務補佐員 （教育学部）
II 山 中 順子 事務補佐員 （教育学部）
II 服部 芳伸 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 中 川 孝雄 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 小橋 貢 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 吉村 徳子 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 舘野 洋子 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 見角 光子 臨時用務員 （教育学部炊婦）
II 大江 博美 臨時用務員 （経済学部作業員）
II 石川 由 貴子 事務補佐員 （工学部）
II 江川 秀子 事務補佐員 （工学部）
II 寺林 昌代 事務補佐員 （工学部）
II 伊東 孝枝 事務補佐員 （工学部）
II 加勝 幸子 事務補佐員 （工学部）
II 前川 清徳 臨時用務員 （工学部作業員）
” 高 田 修 臨時用務員 （工学部作業員）
II 爾勝 益満 技術補佐員 （工学部）
II 西 田 洋子 技能補佐員 （水素同位体科学研究セ ン タ ー）
II 布村 紀男 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
” 谷寄 文寛 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
” 二橋 正博 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 藤井 友美 事務補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 高橋 純 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 早河 秀章 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
” 山下 淳 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
’E 綿貫 俊之 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 森田 和延 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 細川 薫 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 津 田 邦史 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
” 柳津健太郎 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 草山 智 人 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー）
II 馬 鉄軍 講師 （研究機関研究員） （水素同位体科学研究セ ン タ ー）
14. 4. 9 松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦）
II 堰免 芳子 臨時用務員 （教育学部炊婦）
II 仲谷千鶴子 臨時用 務員 （教育学部炊婦）
II 藤井 香 臨時用務員 （教育学部炊婦）
14. 4. 10 山 口 英紀 臨時用務員 （経理部契約室作業員）
14. 4. 11 山 田 知訓 事務補佐員 （経済学部）
14. 4. 15 上 田友一郎 妓能補佐員 （経理部契約室 自 動車運転手）
昇 任 14. 4. 1 村井 文夫 助教授 人文学部 （言語文化学科 ヨ ー ロ ッパ言語文化） 教 授 人文学部 （言語文化学科 ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
II 阿部 美規 講 師 人文学部 （言語文化学科 ヨ ー ロ ッパ言語文化） 助教綬 人文学部 （言語文化学科 ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
II 西村 隆 講 師 人文学部 （言語文化学科英米言語文化） 助教授 人文学部 （百語文化学科英米言語文化）
II 驚藤 清一 助教授 富山 医科薬科大学医学部 教 授 保健管理セ ン タ ー
II 堀 田 朋基 助教授 教育学部 （保健体育） 教 授 教育学部 （保健体育）
- 1 8 -
平成14年5月
II 金 奉吉
II 林 健治
II 垣 田 直樹
II 堂谷 昌 孝
” 松井 隆幸
II 高 山龍太郎
II 飯 田 敏
II 酒井 英男
II 中村 省吾
II 水島 俊雄
II 諸橋 昭一
II 山本 健市
II 森田 昇
II 川 口 清 司
II 白 山 一男
II 高 邑 英市
II 栗林 裕子
II 木下 晋
’F 本漂 誉子
II 野村 正
II 四津 忠一
” 寺林 忠男
II 山 上 康彦
II 大門 聡
II 藤 田 一吉
II 武田 正夫
II 中 村 義浩
II 増山 照夫
II 杉 田 昇
II 鳥海衣美子
II 木林 玄子
II 岡冗祐里子
II 樽井 浩志
車え 任 1 4. 4. 1 佐々 木重洋
II 野平 慎一
” 塚 田 章
II 野津 和子
II 有沢 隆一
II 佐野 勤
II 串 田 純恵
II 中波 憲子
II 川原 智徳
II 伊野不一夫
II 竹下 義美
II 伏喜 俊至
II 野津 潤吉
II 波間 雄 司
II 松下 慶子
II 寺 田 明弘
II 織田 世起
II 小林 雄一
” 山 田 洋一
II 鈴木 律文
配 置 換 1 4. 4. 1 山本 宏
II 鈴木由喜男
II 愛場 優治
II 小越 信行
II 大内 知行
II 星野茂登ー
II 新屋 秀幸
II 安念 英憲
同4ザL 報
助教授 神戸大学経済経営研究所
助教授 経済学部 （経営学科経営学）
助教授 経済学部 （経済学科応用経済学）
助教授 経済学部 （経済学科理論経済学）
助教授 経済学部 （経済学科比較経済論）
講 師 経済学部 （経済学科比較経済論）
助教授 理学部 （物理学科物性物理学）
助教授 理学部 （地球科学科地球ダイ ナ ミ クス）
助教授 理学部 （生物圏環境科学科生物園機能）
助 手 理学部 （物理学科物性物理学）
助教授 工学部 （物質生命システム工学科プロセス工学）
助教授 工学部 （物質生命システム工学科プロセス工学）
助教授 千葉大学工学部
講 師 工学部 （機械知能 システム
工学科エ ネルギー ・ 環境工学）
工学部総務係長
経理部主計課総務係長
附属図書館情報管理課
経理部主計課管財係主任
総務部人事課
施設課電気係長
附属図書館情報サー ビス課参考調査係長
学生部学生課教養教育係主任
工学部教務係主任
教育学部教務係主任
施設課企画係主任
工学部総務係主任
総務部人事課任用 係主任
文部科学技官 （教育学部）
文部科学事務官 （経理部経理課）
文部科学事務官 （経理部主計課）
文部科学事務官 （人文学部 ・ 理学部）
文部科学事務官 （経済学部）
文部科学事務官 （経済学部）
助教授 人文学部
助教授 琉球大学教育学部
助 手 工学部
経理部契約室契約第二係主任
人文学部 ・ 理学部教務第一係主任
学生部厚生課厚生企画係長
文部科学事務官 （経理部主計課）
経済学部教務係主任
文部百ヰ学技官 （総合情報処理セ ンタ ）ー
富山医科薬科大学総務部庶務課専門員
高 岡短期大学学生課専門員
富山工業高等専門学校会計課総務係長
富山医科薬科大学教務部図書課情報管理係長
富山工業高等専門学校学生課専門職員 （学務担当）
富山工業高等専門学校会計課総務係共済主任
局岡短期大学会計課用度係管理主任
局岡短期大学学生課学務係教務主任
富山商船高等専門学校学生課教務係教務情報主任
富山商船高等専門学校庶務課人事係人事主任
静岡大学経理部会計事務セ ン タ 一室
総務部総務課長
総務部研究協力課長
経理部主計課長
学生部厚生課長
学生部入試謀長
附属 図書館情報管理課長
島根大学事務局長
上越教育大学総務部庶務課長
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教 授 経済学部 （経済学科理論経済学）
教 授 経済学部 （経営学科経営学）
教 授 経済学部 （経済学科応用 経済学）
教 授 経済学部 （経済学科理論経済学）
教 授 経済学部 （経済学科比較経済論）
助教授 経済学部 （経済学科比較経済論）
教 授 理学部 （物理学科物性物理学）
教 授 理学部 （地球科学科地球ダイ ナ ミ ク ス ）
教 授 理学部 （生物園環境科学科生物圏機能）
助教授 理学部 （物理学科物性物理学）
教 授 工学部 （物質生命シス テム工学科プロ セ ス 工学）
教 授 工学部 （物質生命シスァム工学科プロ セ ス 工学）
教 授 工学部 （機械知能シスァム工学科設計生産工学）
助教授 工学部 （機械知能 シ ス テム 工学科
エ ネルギー ・ 環境工学）
富 山 医科楽科大学総務部庶務課専門員
高 岡短期大学学生課専門員
品 岡短期大学庶務課図書係長
富山工業品等専門学校会計課用度係長
富山 商船品等専門学校庶務課人事係人事主任
施設諜専門員
附属図書館情報管理課図書館専門員
学生部学生課専門職員
学生部厚生課専門職員
学生部入試課専門職員 （大学入試担当 ）
人文学部 ・ 理学部専門職員 （企画調整第二担 当）
人文学部 ・ 理学部総務第一係長
経済学部総務係長
教育学部技術専門職員
経理部経理課情報企画係主任
経理部主計課管財係主任
人文学部 ・ 理学部総務第一係主任
経済学部総務係主任
経済学部教務係主任
助教授 名 古屋大学 （大学院文学研究科）
助教授 教育学部 （学校教育）
助教授 富山商船高等専門学校情報工学科
！笥 岡短期大学会計課用 度係管理主任
局 岡短 期大学学生課学務係教務主任
富山工業高等専門学校学生課専門職員 （学務担当）
富山商船両等専門学校会計課総務係
富山商船高等専門学校学生課教務係教務情報主任
鹿児島大学歯学部業務課情報処理係
総務部企画室室長補佐
学生部厚生課専門員 （学生支援担当）
経理部主計課財務係長
附属 図書館情報サー ビス 課学術情報係長
経済学部教務係長
経理部契約室契約第三係主任
施設課企画係主任
人文学部 ・ 理学部教務第一係主任
経済学部教務係主任
工学部総務係主任
文部科学技官 （施設課）
岐阜大学総務部総務課長
山形大学経理部経理課長
東京農工大学経理部主計課長
東尽学芸大学学務部学生サー ビ ス 課長
東京工業局等専門学校学生課長
新潟大学附属図書館情報管理課長
事務局長
総務部総務課長
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1 4. 4. 1 谷 口 之武男 高 岡短期大学庶務課長 総務部研究協力課長
II 小林一二ニ 大分大学会計課長 経理部主計課長
II 関矢 功 上越教育大学教務部入学主幹 学生部厚生課長
II 員野 初 沼津工業高等専門学校学生課長 学生部入試課長
II 五十嵐輝雄 メディ ア教育開発セ ンター事業部情報資料室長 附属図書館情報管理課長
II 杉本 周平 総務部企画室室長補佐 総務部総務課課長補佐
II 雁田 彰 総務部総務課課長補佐 総務部人事課専門 員 （研修 ・ 服務担当）
II 吉沢 誠 経理部主計課専門員 経理部主計課課長補佐 （法規 ・ 監査担当 を免ずる）
II 友坂 義一 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 経理部主計課専門 員 （法規 ・ 監査担 当）
II 北川 功 経理部契約室室長補佐 人文学部 ・ 理学部事務長補佐
II 石坂 淳子 総務部企画室大学改革係長 総務部企画室企画係長
II 門 前 剛二 教育学部総務係長 総務部企画室専門職員 （大学評価担 当）
” 東 敏 経理部経理課収入係長 経理部経理課経理係長
II 河上 孝 経理部経理課支出係長 経理部契約室契約第二係長
” 大聖寺一孝 教育学部専門職員 経理部契約室契約第二係長 （企画調整担当 を免ずる）
II 清水良太郎 経理部契約室契約第一係長 経理部主計課総務係長
II 真 田 敏江 経理部契約室契約第二係長 経理部経理課給与係長
II 羽広 孝 司 学生部学生課総務係長 経理部契約室契約第一係長
1’ 柴田 利治 人文学部 ・ 理学部教務第一係長 学生部厚生課専門職員
II 演野 松男 学生部厚生課専門職員 学生部厚生課厚生企画係長
II 石川 裕史 学生部厚生課専門職員 学生部学生課教務係長
II 荒井 誠一 総務部研究協 力課専門職員 学生部学生課総務係長
” 堀 周一 学生部厚生課専門職員 学生部留学生課専門職員
” 岩永 晴雄 教育学部専門職員 人文学部 ・ 理学部専門職員 （企画調整第一担 当）
（附属学校企画担 当 を 免ずる）
II 柳 田 邦雄 学生部厚生課専門職員 人文学部 ・ 理学部教務第一係長
” 宮原 進 経済学部総務係長 教育学部総務係長
II 能手 哲治 経理部契約室契約第二係長 教育学部専門職員 （附属学校企画担当）
II 大場 和夫 経済学部専門職員 教育学部専門職員 （企画調整担 当）
II 塚 田 健夫 経理部経理課給与係長 経済学部専門職員 （企画調整担 当）
II 黒 田 芳雄 学生部学生課教務係長 経済学部専門職員
II 事詩勝 純一 人文学部 ・ 理学部総務第一係長 工学部総務係長
II 山 田 正芳
附属図書館情報サー ビス課学術情報係長
附属図書館情報サー ビス 課参考調査係長
II 生 田 孝行 総務部人事課給与係主任 総務部人事課任用 係主任
II 松井 博文 総務部企画室大学改革係主任 総務部企画室企画係主任
II 北村 均 総務部企画室大学改革係主任 総務部企画室企画係主任
II 飯野 る み子 学生部留学生課留学生係主任 総務部研究協力課国際交流係主任
II 桐井久美枝 経理部経理課支出係主任 総務部研究協 力 課研究協力係主任
II 村道 俊一 経理部契約室契約第三係主任 経理部主計課管財係主任
1’ 小森 功 経理部経理課給与係主任 経理部主計課監査係主任
II 山 田 勇一 経理部経理課情報企画係主任 経理部経理課給与係主任
II 室 智子 経理部契約室契約第一係主任 経理部経理課経理係主任
II 牧田 秀晴 人文学部 ・ 理学部総務第一係主任 経理部経理課経理係主任
II 竹 田 充輝 経理部経理課支出係主任 経理部経理課経理係主任
II 北 治夫 経理部契約室契約第一係主任 経理部経理課情報企画係主任
II 中三川敏之 人文学部 ・ 理学部総務第二係主任 経理部契約室契約第一係主任
II 池 田真紀美 経理部経理諜収入係主任 経理部契約室契約第一係主任
II 細 田 和義 経理部契約室契約第四係主任 経理部契約室契約第一係主任
” 林 ノ晋ヲ'= - 学生部入試課入学試験係主任 人文学部 ・ 理学部教務第二係主任
II 光津 和嗣 人文学部 ・ 理学部教務第二係主任 教育学部教務係主任
II 森田 智 経済学部教務係主任 工学部教務係主任
II 山 田 浩 司 経理部主計課 司計係主任 工学部総務係主任
II 谷川 通 総務部総務課 総務部人事課
II 脇 山 由 香 工学部 経理部契約室
II 石崎 健生 総務部研究協 力課 経理部契約室
II 堀 田 誠一 経理部主計課 経理部契約室
” 山 内 栄 明 学生部厚生課 経済学部
併 任 1 4. 4. 1 山本 孝一 教 授 人文学部 評議員 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
II 渡遺 信 教 授 教育学部 評議員 （～16. 3. 3 1 )  
II 八木 保夫 教 授 経済学部 評議員 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
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” 渡遺 義之
II 池野 進
II 山 口 幸祐
II 山 西 潤ー
II 芳賀 健一
II 金森 寛
II 米国 政明
II 粛勝 清二
II 東川 和夫
II 石川 義和
II 平井 美朗
II 内 山 実
II 小林 武彦
II 黒田 英世
II 中谷 訓幸
II 山淵 龍夫
II 松木 賢 司
II 北野 博 巳
II 米原 俊孝
II 佐勝 裕子
II 雨宮 洋 司
II 清水 建次
II 芝垣 正光
II 原 稔
II 野村 正
併 任 解 除 1 4. 4. 1 民家 治
II 山 内 栄明
職 務 命 令 1 4. 4. I 松崎 一平
II 井上 弘
II 赤丸 ↑吾土
II 川原 智徳
II 友坂 義一
” 伏喜 俊至
II 太 田 則春
任 命 1 4. 4. 1 吾妻 一興
II 石坂 誠一
II 井 上 孝美
II 上野 隆三
II 中尾 哲雄
II 中沖 豊
II 橋本 茂信
II 平能富太郎
II 福岡 隆
II 山 田 圭蔵
育 児 休 業 1 4. 4. 1 1  尽極真 由 美
退 職 1 4. 4. 1 山 田 恵子
” 勝 目 由佳
II 佐勝 優子
II 竹苗吾希子
1’ 金 田 稔
” 森田 憲治
II 黒畑 繁盛
II 五十嵐清平
II 桑名 春雄
II 多賀 健治
II 中村 作三
II 村 井 由 美子
II 木地 紀子
，ー，，ずL
教 授 理学部
教 授 工学部
教 授 人文学部
教 授 教育学部
教 授 経済学部
教 授 理学部
教 授 工学部
教 授 保健管理セ ン タ ー
教 授 理学部
教 授 理学部
教 授 理学部
教 授 理学部
教 授 理学部
教 授 理学部
教 授 工学部
教 授 工学部
教 授 工学部
教 授 工学部
助 手 経済学部
助 手 経済学部
教 授 教育学部
教 授 教育学部
教 授 教育学部
教 授 教育学部
施設課専門員
理学部地球科学科長
学生部厚生課
教 授 人文学部
教 授 理学部
報
水素同位体科学研究セ ン タ ー
総合情報処理セ ン タ ー
経理部主計課専門員
経理部主計課財務係長
経理部経理課情報企画係長
宮城教育大学教授教育学部
文部科学技官 （工学部）
事務補佐員 （総務部総務課）
事務補佐員 （総務部企画室）
事務補佐員 （経理部主計課）
事務補佐員 （経理部主計課）
技能補佐員 （経理部契約室自 動車運転手）
技能補佐員 （経理部契約室 自 動車運転手）
臨時用務員 （経理部契約室作業員）
臨時用務員 （経理部契約室作業員）
臨時用務員 （経理部契約室作業員）
臨時用務員 （学生部学生課作業員）
臨時用 務員 （学生部学生課作業員）
臨時用務員 （学生部学生課作業員）
臨時用務員 （学生部学生課作業員）
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評議員 （ ～ 1 6. 3. 3 1 )  
評議員 （ ～ 1 6. 3. 3 1 )  
評議員 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
評議員 （ ～ 1 6. 3. 3 1 )  
評議員 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
評議員 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
評議員 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
保健管理セ ン タ 一所長 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
理学部数学科長 （～ 1 5. 3 .  3 1 )  
理学部物理学科長 （ ～ 1 5. 3. 3 1 )  
理学部化学科長 （～ I 5. 3. 3 1 )  
理学部生物学科長 （～ 1 5. 3 .  3 1 )  
理学部地球科学科長 （～ 1 5. 3 .  3 1 )  
理学部生物圏環境科学科長 （～ 1 5. 3. 3 1 )  
工学部電気電子 シ ス ァ ム 工学科長 （ ～ 1 5. 3. 3 1 )  
工学部知能情報工学科長 （～ 1 5. 3. 3 1 )  
工学部機械知能 シ ス テ ム 工学科長 （～15. 3. 3 1 )  
工学部物質生命 システム 工学科長 （～15. 3 .  3 1 )  
極東地域研究セ ン タ ー （ ～ 1 5. 3 .  3 1 )  
極東地域研究セ ン タ ー （ ～ 1 5. 3. 3 1 )  
教育学部附属小学校長 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
教育学部附属中学校長 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
教育学部附属養護学校長 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
教育学部附属幼稚園長 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
施設課電気係長
併任解除
経済学部の併任解除
教養教育副実施機構長 （～ I 6. 3. 3 1 )  
放射性 同位冗素総合実験室長 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
技術官
技術部第一技術班員
技術官 を 免ず る
技術部第一技術班員 を免ずる
経理部法人会計準備室長
経理部法人会計準備室主査 （法人会計財務担当）
経理部法人会計準備室主査 （法人会計シス テム担当）
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3. 3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （ ～ 1 6. 3 .  3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
運営諮問会議委員 に任命 （～ 1 6. 3 .  3 1 )  
職務復帰
平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成14年3月 31 日 限 り 退職
平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3 月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3 月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成 1 4年 3 月 3 1 日 限 り 退職
平成 14年3月 3 1 臼 限 り 退職
平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
平成14年3 月 3 1 日 限 り 退職
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II 片山 進 技能補佐員 （学生部厚生課調理師） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 勝井 太門 臨時用務員 （学生部厚生課作業員） 平成14年3月 31 日 限 り 退職
II 坂林員喜子 臨時用務員 （学生部厚生課作業員） 平成 14年3月 31 日 限 り 退職
II 並木二智子 臨時用務員 （学生部留学生課作業員） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 局堂 弘 技能補佐員 （施設課機械操作手） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 藤 田 淳子 事務補佐員 （附属 図書館情報管理課） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 川原 京子 事務補佐員 （附属 図書館情報管理課） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 竹j寧 真 弓 事務補佐員 （附属 図書館情報管理課） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 寺 岡 千栄 事務補佐員 （附属 図書館情報管理課） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 局 瀬 雅美 事務補佐員 （附属図書館情報サー ビ ス 課） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 勝野 智子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 湯野 秋子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 上野 美幸 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 吉野由紀子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 堀 晴子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 斉藤 園雄 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 高橋 武志 臨時用 務員 （人文学部 ・ 理学部作業員） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 松原 伸江 事務補佐員 （教育学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 佐藤末知子 事務補佐員 （教育学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 西塚 麗子 事務補佐員 （教育学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 菊池さ と み 事務補佐員 （教育学部） 平成 1 4年3月 3 1 日 限 り 退職
II 山 中 順子 事務補佐員 （教育学部） 平成 1 4年3月 3 1 日 限 り 退職
II 中 西 義夫 臨時用 務員 （教育学部作業員） 平成 1 4年3月 3 1 日 限 り 退職
II 中 川 孝雄 臨時用 務員 （教育学部作業員） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 見角 光子 臨時用 務員 （教育学部炊婦） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 吉村 徳子 臨時用務員 （教育学部作業員） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 舘野 洋子 臨時用 務員 （教育学部作業員） 平成14年3月 31 日 限 り 退職
t’ 小橋 貢 臨時用 務員 （教育学部作業員） 平成 14年3月 31 日 限 り 退職
II 大江 博美 臨時用務員 （経済学部作業員） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 源甲 斐美里 事務補佐員 （工学部） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 江川 秀子 事務補佐員 （工学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 寺林 昌代 事務補佐員 （工学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 伊東 孝枝 事務補佐員 （工学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 両松 衛 事務補佐員 （工学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
1’ 加勝 幸子 事務補佐員 （工学部） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
” 前川 清徳 臨時用務員 （工学部作業員） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 局 田 修 臨時用務員 （工学部作業員） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
” 西 田 洋子 技能補佐員 （水素同位体科学研究セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 増川 吏英子 事務補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 布村 紀男 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成 1 4年3 月 3 1 日 限 り 退職
II 谷寄 文寛 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 河上 明子 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 三橋 正博 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 高橋 純 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 早河 秀章 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 中村 誠 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成 14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 山 下 淳 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成 1 4年3 月 3 1 日 限 り 退職
II 細川 薫 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 森田 和延 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 綿貫 俊之 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 津 田 邦史 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 林 弘貴 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 柳津健太郎 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 中 国 典子 技能補佐員 （研究支援推進員） （機器分析セ ンター） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 山本 雅子 技能補佐員 （研究支援推進員） （機器分析セ ンター） 平成 1 4年3月 3 1 日 限 り 退職
II 金 萱
講 師 （研究機関研究員） （水素同位体科学研究セ ン タ ー）
平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 馬 鉄軍 講 師 （研究機関研究員） （水素同位体科学研究セ ン タ ー） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
II 巴 殿君 講 師 （研究機関研究員） （極東地域研究セ ンター） 平成14年3月 3 1 日 限 り 退職
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教育学部附属学校 （ 園 ） 長の改選
教 育 学 部 附 属 学 校 の 校 長 及 び 園 長 の 任 期 が 平 成 1 4 年 3 月 3 1 日 を も っ て 満 了 す る こ と に 伴 い ， 教 育 学部教授会 は 次期
校 長 及 び 園 長 の 候 補者選挙 を 行 い ， 間 属 小 学校 長 に 雨 宮 洋 司 教授 ， 同 中 学校 長 に 清 水 健 次 教 授 ， 同 養護 学校 長 に 芝 垣
正 光 教 授 ， 同 幼 稚 園 長 に 原 稔 教 授 を 選 出 し ， 平 成 1 4年 4 月 1 日 付 け で そ れぞれ就任 さ れ ま し た 。 雨 宮 教 授 及 び芝
垣教授は新任， 清 水教授及び、原教授は再任。 任 期 は 平 成 1 4年 4 月 1 日 か ら 2 年 問 。
附 属 小 学校 長 に 就任 さ れ た
雨 宮 教 授 は ， 昭 和 3 9 年 3 月 東
京商船大学商船学部 を 卒業後，
同 3 9 年 1 0 月 川 崎汽船 （株） 一
等航海士， 同 42年 4 月 運輸 省
航 海 訓 練 所 運 輸 教 官 を 経 て 同
45年 4 月 富 山 商船 高 等 専 門 学
校 助 手 に 採 用 さ れ， 同 47 年 4
月 同 講師， 同 63年 4 月 間 助 教 授 ， 平成 4 年 4 月 同 教授，
同 1 2年 4 月 富 山 大 学教育学部教授 と な り ， 現 在 に 至 っ て
い ま す。 こ の 間 ， 昭和45年 3 月 に 東京 商 船大 学 商船学専
攻科 を ， 平成 5 年 3 月 に 富 山 大学大学院経済学研究科修
士課程地域 ・ 経済政策専攻 を 修 了 さ れ て い ま す。
専 門 は ， 国際交通経済論
経済学修士 （富 山 大 学）
静 岡 県 出 身
（就任 の 抱 負 ）
子 供 の 奔放で， 無邪気で， 無 防備 と も い え る 振 る 舞 い
と そ の 美 し い 姿 に ， 強 く 惹 か れ る こ と が多 い 。 日 本 の 子
附 属 中 学校 長 に 再 任 さ れ た
清 水 教 授 は ， 昭 和 4 5 年 3 月 富
山 大学文理学部 を 卒業 ， 同 48
年 3 月 大 阪 大 学大 学 院基 礎 工
学研究科修士課 程 を 修 了 ， 同
5 1 年 3 月 同 博士 課 程 を 修 了
後， 同 年 4 月 日 本 学術振興会
月 富 山 大 学 教 育 学 部講 師 に 採 用
さ れ， 同 54年 4 月 同 助 教授， 平成 3 年 4 月 同教授 と な り ，
現 在 に 至 っ て い ま す。 こ の 間 ， 平成 1 2年 4 月 か ら 同 1 4 年
供 達 だ け で な く ， ウ ラ ジ オ ス ト ク ， 大連そ し て ソ ウ ル の
小 学 生達 に も 共通 し て い え る こ と で あ る の で， そ れ は 意
識 し て 羽 ば た き を 開 始 す る ” ヒ ト ” の 原点 が 小 学校 の 課程
に あ る こ と を 私 た ち に 示 し て い る よ う に 思 え て な り ま せ
ん。
こ の た び， 私 は こ の よ う な すば ら し い 子供達が集 う 小
学校 し か も 伝統 あ る 教育学部附属小学校 の 校 長 に 選 任 さ
れ た こ と を 誇 り に 思 う と 共 に 身 が 引 き 締 ま る 思 い で あ り
ま す 。
新 世紀 に ふ さ わ し い 我 が 国 の 教育研究体制 づ く り は ，
急 ピ ッ チ で 展 開 さ れ よ う と し て お り ， 私 た ち を 取 り 巻 く
環 境 は 慌た だ し さ を 増 し て お り ま す が， 基 本 的 人権 を 尊
び， 輝 か し い 未 来 を 切 り 開 い て い く こ と が 出 来 る 人 間 の
原点 を ” 教 え 育 む ” と 言 う 崇 高 な 行 為 は何 ら 変 わ る こ と は
あ り ま せ ん。 こ れ ま で 築 い て 来 ら れ た 諸 先 生 方 の 努 力 が
報 わ れ る よ う に ， 附 属 小 学 校 の 存続問題や新指導要領の
軟着陸問題 に 私 は 微 力 な が ら 取 り 組 ん で い き た い と 思 っ
て い ま す 。
ど う ぞ， 皆 様 方 の ご指導 と ご鞭撞 を よ ろ し く お 願 い い
た し ま す。
3 月 ま で教育学部附属 中 学校 長 を 併任 さ れ て い ま す 。
専 門 は， 磁性物理
工 学 博 士 （ 大 阪 大 学）
富 山県 出 身
（就任 の 抱 負 ）
乙 の た び， 教育 学部 附属 中 学校長 に 再任 さ れ ま し た 。
教 員 養 成 大 学 ・ 学 部 の 再編統合 問 題 と 絡 ん で 附属学校 を
取 り 巻 く 環境 は厳 し い も の が あ り ， 改 め て 職 責 の 重 大 さ
を 感 じ て い る と こ ろ です。
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こ の 4 月 か ら 完全週休 5 日 制 の も と で新学習指導要領
が 実施 と な り ， 教育環境が従来 と 大 き く 変化 し よ う と し
て い ま す。 附属 中 学校 で は 保 護 者 の 協 力 の も と ， 学校行
事， P T A 活 動 な ど 様 々 な 点 で 改革 を 進 め て 参 り ま し た 。
3 学期 制 か ら 2 学期 制 へ の 移行 も そ の 一 つ です。
附 属 学校 の 使 命 の 一 つ は， 学部 の研究 に 協 力 す る こ と
ですが， 現在， 学部 と 連 携 し た 教育実践研究が強 く 求 め
ら れ て い ま す。 重 要 な こ と は ， そ の研究が公立学校 の 求
附 属 養 護 学校 長 に 就任 さ れ
れ た 芝垣 教 授 は ， 昭 和 46年
3 月 福井大学教育学部を 卒業，
同 50年 3 月 東 北大 学 大 学 院 教
育学研究科修士課程 を 修 了後，
同 52年 4 月 ア メ リ カ 合衆 国 カ
リ フ ォ ル ニ ア 大学 ロ サ ン ゼ ル
ス 校 医 学 セ ン タ ー 脳研究所研
究 員 ， 同 5 3年 4 月 愛知 県 心 身 障 害者 コ ロ ニ 一 発達 障害研
究 所 生 理 学 部 門 研 究 員 ， 同 6 1 年 4 月 同 主 任 研 究 員 ， 平成
2 年 5 月 名 古屋芸術大学一般教育部教授 を 経 て 同 1 2年 4
月 富 山 大学教育学部教授 に 採用 さ れ， 現 在 に 至 っ て い ま
す。
専 門 は ， 障害児 の 心 理 ・ 生理 ・ 病理
教育学修士 （東北大学） ， 医学博士 （岐阜大学）
石 川 県 出 身
附 属 幼 稚 園 長 に 再任 さ れ た
原 教 授 は ， 昭 和 4 2 年 3 月 群 馬
大 学 工学部 を 卒業， 同 44年 3
月 同 大 学大 学院エ学研究科修
士 課 程 を 修 了 ， 同 47年 3 月 北
海 道 大 学 大 学 院 理 学研究科博
士 課 程 を 単位取得後， 同 年 4
月 富 山 大学 教 育 学 部助 手 に 採
用 さ れ， 同 6 3年 1 1 月 同 助 教 授 ， 平成 7 年 1 2 月 に 同 教授 と
な り ， 現 在 に 至 っ て い ま す。 こ の 間 ， 平 成 1 2年 4 月 か ら
同 1 4年 3 月 ま で 教育 学 部 附 属 幼 稚 園 長 を 併任 さ れて い ま
す。
専 門 は， 理科教育， 分析化学
理学博士 （北海道大学）
神奈川 県 出 身
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め る も の で あ り ， そ の 結果 が公立学校 の 教 育 に 反 映 さ れ
る も の で な ければな り ま せ ん。 ま た ， 公立学校で は 確 か
な 学 力 の 育成 を 目 指 し ， 少 人 数 学級 の た め の 教員 の 加 配
や 施 設 整備 に お い て 充実 が 図 ら れ て い る 現在， 附属学校
が取 り 残 さ れ る こ と の な い よ う 努 力 し な け ればな ら な い
と 思 っ て い ま す 。
皆様方 に は， 今後 と も ， ご指導 と ご支援 を 賜 り ま す よ
う お 願 い し ま す 。
（就任 の 抱 負 ）
こ れ ま で 2 年 間 ， 週 1 回 附属 養 護 学校 を 訪 問 し て授 業
を 参観 し ， 子 ど も 達 と 一緒 に 昼 の 給 食 を 食 べ て き ま し た 。
先 生 方 の 献 身 的 な 努 力 で も っ て， 子 ど も 達が 生 き 生 き と
楽 し く 毎 日 学校 生 活 を 送 っ て い る の を 見 て き ま し た。 こ
の 雰 囲気がぜひ続 け て 行 わ れ る よ う 努 め た い 。
ま た ， 年 1 回 の 教 育 実 践研究 に 向 け て ， 大 学 と 連 携 を
密 に と り ， 先 生 方 は子 ど も 達が下校 し た 後， 夜遅 く ま で
準備 に 忙 し く し て お ら れ ま し た 。 一 般 の 学校 で は あ ま り
見 ら れ な い 光 景 です。 こ れ に も 是 非 支 援 し て い き た い 。
と こ ろ で， 学 生 は 教 育実 習 中 と 介護等体験実施時 の み，
附 属 養 護学校へ行 き ま す が ， そ れ ら が 終 わ る と 行 か な く
な り ま す 。 そ こ で， 学 生 が ボ ラ ン テ ィ ア 等で 是 非 同 学校
を 訪 問 す る こ と を 推 進 し て い き た い 。
こ れ ら の た め に ， ど う ぞ皆様方の ご指導 と ご支 援 を 賜
り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す。
（就任 の 抱 負 ）
初 め て 幼 稚 園 と い う と こ ろ に 足 を 踏 み入 れ た 2 年 前，
幼 児 教 育 の 素 人 に 果 た し て 園 長 が務 ま る の か 非 常 に 不安
で し た が， 教 育 学 部 の 先 生 方 ， 本 園 の 教職員及び保護者
に 支 え ら れて ， な ん と か 今 日 ま で過 ご し て き ま し た 。
こ の 先 の 2 年 間 は ， 日 本 の 教員 養成学部及び附属学校
闘 に と っ て は 大 変 革 の 時 期 に 当 た り ま す 。 「 あ り 方 懇 報
告書」 の 附属学校園批判 に は耳 を 傾けねばな り ま せ ん が，
あ れで 本 当 に 大 丈 夫 か と い う 懸念 も 聞 こ え て き ま す。 ま
た ， こ の 間 に 富 山 大 学 の 統 合 ・ 再編問題 に も 結論 が 出 る
で し ょ う し ， そ の 結果如何で は ， 附属学校 園 が 更 に 影 響
を 受 け る こ と は避 け ら れそ う も あ り ま せ ん。
こ の 他 に も 山積み し て い る 難 し い 問 題 に 取 り 組 ま な け
ればな り ま せ ん 。 皆様方 に は今 ま で 以 上 の ご指導 と ご支
援 を 賜 り ま す よ う お 願 い い た し ま す。
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中 国 山 東大学と 大学問学術交流協定を締結
平 成 1 4年 4 月 1 日 付 け で ， 本学 と 中 国 山 東 大 学 と の 問
で大学問学術交流協定 が締結 さ れ ま し た 。
山 東 大 学 は ， 山 東 大 学 ( 1 9 0 1 年 設 立） ， 山 東 医科 大 学
( 1 9 1  1 年 設 立 ） 及 び 山 東 工 業 大 学 ( 1 949年設立） の 3 大
学が2000年 4 月 に 統 合 し た ， 自 然科 学， 人文科学及び社
会 科 学 の 諸 分 野 を 擁 す る 総 合 大 学 で す 。 ま た ， 約 l 1 .  000 
人 の 教職員， 約 32 , 000人 の 学 生 を 有す る 中 国 教 育 部 直 属
の 重点大学 の 一つ で も あ り ま す。
こ れ ま で 本 学 で は ， 工学部が 山 東 大 学 の 前 身 の 一 つ で
あ る 山 東 工業 大 学 と 部 局 間交流協定 を 締 結 し 交流 を 図 っ
て き ま し た が， 今 回 の 大 学 問 協定締 結 に よ り ， 理 工 系 だ
けでな く 人文系， 社会系 も 含 め た 幅広 い 分野で の研究者 ・
学 生 の 活発 な 交 流 が 進 め ら れ る こ と に な り ま す。
さ ら に ， 今 回 ， 中 国 山 東 省 に あ っ て 地 理 的 に も 近 い 同
大学 と の 大 学 問 協定が締結 さ れ た こ と に よ り ， 本学が推
進す る 環 日 本海地域 と の 交流 が 一 層 推進 さ れ る も の と 期
待 さ れ ま す。
地域共 同研究セ ン タ ーがサ テ ラ イ ト 技術相談
オ フ ィ スを開設
地域共同研究セ ン タ ー で は 4 月 1 7 日 （水） に サ テ ラ
イ ト 技術相談 オ フ ィ ス を 高 岡 市 商 工 会 議所 に 開 設 し ま し
た 。 こ の サ テ ラ イ ト 技術 相 談 オ フ ィ ス は ， 産学連携 を 真
に 実 り の 多 い も の と す る た め に ， 富 山県 内 各 地 （ 9 市）
に 出 向 い て ， 企 業 の 個 別 の 技術課題 に つ い て 無 料 で 相 談
を 受 け る も の で す。 今 回 は 昨年 1 2 月 に 開 設 し た 富 山 市
に 次 ぐ も の で ， 会 場 で は ， 高 岡 市 内 の 企 業 か ら の 熱心 な
技術相談 に 対 し ， 本学教官が詳細な技術指導説 明 等 を 行 っ
て い ま し た 。
第448号
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第38回機械工業見本市 （ M E X 金沢2002） に
本学が出展
4 月 1 8 日 （木） か ら 同 20 日 （土） ま で の 間 ， 金 沢 市 で 開
催 さ れ た第38回機械工業見本市 （M E X 金沢 2002） に ，
工 学 部 と 民 間 企 業 と の 共 同研究 の 成果 と し て ， ス ト レ ス
の 定 量評価技術， 非侵襲 的 な 生体計測技術， 範 凝 固 押 出
で き る 高 強度 ア ル ミ 合 金 イ ン ゴ ッ ト 及び機械加 工 で き る
セ ラ ミ ッ ク 粒子分散型 ア ル ミ 合 金 複 合 材 料 の 作成技術な
ど の 最先 端 の 新技術が実 物 や パ ネ ル で 展 示 さ れ ま し た 。
ま た ， 理学部 と 工学部 の 技術 シ ー ズ の パ ソ コ ン に よ る
展示や地域共 同研究セ ン タ ー の 産 学連携 の パ ネ ル展示 も
行 わ れ ま し た 。
ブー ス に は， 企 業 人 や 高 校 生 な ど 多 く の 見学者が訪れ，
熱 心 な 説 明 に 聴 き 入 っ て い ま し た 。
言ト 報
第448号
。 川 瀬 義之 本学名 誉教授 （元理学部教授） が ご逝去 さ れ ま し た 。
川 瀬義 之 本 学 名 誉 教 授 （元理学部教授） に は ， 平成
1 4年 4 月 7 日 に 逝去 さ れ ま し た こ と を お 知 ら せ し ま す。
享年77歳。
こ こ に ご 生 前 の ご功績 と お 人柄 を 偲び， 心 か ら 哀悼 の
意 を 表 し ま す。
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間
1 4. 4. 28 
外 国 出 張 工 学 部 教 授 椿 範 立 中 国 合成燃料 に関する 技術交流
1 4. 5. 2 
1 4. 4. 3 
海 外 研 修 経 済 学 部 教 授 清 家 彰 敏 中 国 日 中友好30周年記念講演に出席
1 4. 4 .  1 0  
北東ア ジア の地域協力 に つ い て調 1 4. 4. 3 
人 文 学 部 講 師 林 夏 生 韓 国 査 ・ 研究 1 4. 4. 8 
1 4. 4. 5 
工 学 部 教 授 熊 津 英 博 フ イ 1) ピ ン 共 同研究及び特許の打合せ
1 4. 4. 7 
国 際 ジ ェ ン ダー と言語学会大会 に 1 4. 4. 1 0  人 文学部 教 授 湯 川 純 幸 連 iロ斗 王 国 出席 1 4. 4. 1 6  
日 本環境会議 「ア ジア環境白書」 1 4. 4. 1 7  
経 済 学 部 教 授 桂 木 健 次 中 国 に係わ る 資料収集 1 4. 4. 20 
2002年金属 コ ー テ ィ ング と 薄膜に関する国際 1 4. 4. 22 
工 学 部 助教授 高 橋 隆 一 ア メ リ カ 合 衆 国 会議に出席， 発表 1 4. 4. 26 
進 歩 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 協会 1 4. 4. 25 
経済学部 教 授 小 倉 利 丸 ス ペ イ ン ， ド イ ツ ( A P C ） の イ ン タ ー ネ ッ ト 政策
に 関する会議に出席 1 4. 5 .  4 
資源環境地質学会等 3 学会合同大 1 4. 4. 25 理 学 部 教 授 清 水 正 明 韓国 会 に お い て講演 1 4. 5. 1 
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4 月 3 日 国 立 大 学 長 ・ 大 学 共 同 利 用 機 関 長 等 会 議
（於 ： 三 田 共 用 会議所）
4 日 平 成 1 4年度 富 山 大 学新 任 教 員 説 明 会
事務局連絡会
5 日 再編 ・ 統合検討委員会
8 日 入学式 （於 ： 富 山 市 芸術 文 化 ホ ー ル ）
水質保全セ ン タ ー運営委員会
3 大学懇談会 （於 ： 富 山 医科薬科大学）
9 日 年史編纂 委 員 会
自 己点検評価 委 員 会
1 1 日 平 成 1 4年度職員 教養研修 開 講 式
1 2 日 評議会 （臨時）
再編 ・ 統合検討委員会
1 5 日 事務局連絡会
富 山 大 学 の 教 育 業 績 評 価 の 確 立 に 関 す る 検
討委員会
1 6 日 運営会議
低温液化室運営委員会
放射性 同 位 元 素総合実験室運営委員会
1 7 日 留 学 生 セ ン タ 一 日 本語研修 コ ー ス 開 講 式
公務員採用 試 験 説 明 会
1 8 日 再編 ・ 統合検討委員会
1 9 日 国立大学協会 臨時総会 （於 ： 学術総合 セ ン
タ ー）
20 日 留 学生バザー
2 2 日 運営会議
新大学構想協議会 （於 ： 高 岡 短 期 大 学）
事務局連絡会
23 日 組織運営体制 の 整備 に 関す る 検討委員会
事務協議会
2 5 日 広報委員会
学 生 生 活 委 員 会
今 後 の 施 設 整備 に 係 る 業務 ・ 組 織 等 の 情 報
交換会 （於 ： 文部科学省）
26 日 施設整備委員会
部局長会議
評議会
放射性 同 位 元 素総合実験室運営委員会 （持
ち 回 り ）
30 日 新大学構想協議会 （於 ： 富 山 医科薬科大学）
｜ 人 文 学 部 ｜
4 月 3 日 学部学生生活 ・ 就職指導委員会 （持ち 回 り ）
5 日 学部教務委員会
8 日 学部将来 計 画 委 員 会
9 日 人 文科学研究科委員会
教授会
学部入学試験委員会
1 0 日 学部教務委員会
1 7 日 緊急対策 委 員 会
学部将来 計 画 委 員 会
24 日 学部教務委員会
学部予算委 員 会
人 文科学研究 科委員会
教授会
学部 自 己点検評価委員会
4 月 1 日 教 育 方 法 改 善 （ F D ） 推進検討委員会
3 日 学部予算委員会
学部 防火対策 委 員 会
研究科委員会
4 日 合否判定事前検討会
学部入学試験委員会
教授会
教 育 学部 及 び附属学校 園 共 同研究 プ ロ ジ ェ
ク ト 運営委員会
8 日 大学院新入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
附属 小学校 及 び 附属 養護学校第 1 学期 始 業
式
附 属 中 学校 前 期 始 業 式
9 日 附属小学校， 附 属 中 学校及び附属養護学校
入 学 式
附属幼稚園第 1 学期 始 業 式
9 日 ～ 1 0 日 学部新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 0 日 学部広 報 委 員 会
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学 部 教務委員会
1 1 日 授 業 開 始
附属幼稚 園 入 園 式
1 6 日 学部拡大将来計画委員会
1 7 日 研究科委員会小委員会
研究科委員会
教授会
教官懇談会
20 日 ～ 2 1 日 新 入 生 合 宿研修 （於 ： 国 立 立 山 少 年 自 然 の
家）
24 日 紀要編集委員会
4 月 4 日 学 部 国 際交流委員会
5 日 学部教務委員会
8 日 研究科委員会小委員会
将来構想等検討委員会
9 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （教養教 育 関 係 ）
1 0 日 人事教授会
研究科委員会
教授会
財務委員会
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （昼 間 主 コ ー ス ）
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （夜 間 主 コ ー ス ）
1 1 日 学部入学試験委員会
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 第 3 年 次 編 入 学 ）
（ 昼 間 主 コ ー ス ）
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （ 第 3 年 次 編 入 学）
（夜 間 主 コ ー ス ）
1 6 日 学部学生生活委員会
23 日 学部教務委員会
24 日 就職指導委員会
学部総務委員会
性 学
4 月 4 日 学部教務委員会
大 学 院 理 工 学研究科博士 前 期 課 程 理学部会
教 育委員会
5 日 学科長会議
9 日 大 学 院理 工 学研究科博 士 前 期 課程理学部会
教授会
人事教授会
報 第448号
大 学 院 理 工 学研究科博士後期課程部会
1 2 日 動 物 実 験 安 全 専 門 委 員 会 （持 ち 回 り ）
1 7 日 学部入試委員会
1 9 日 学部広報委員会
24 日 学部施設委員会
学科長会議
大 学 院 理 工 学研究科博士後期課程部会
25 日 排 水 安 全 専 門 委 員 会
大 学 院 理 工 学研究科博士 前 期 課 程 理 学部会
教 育 委 員 会 （持 ち 回 り ）
学
部
4 月 2 日 学部 自 己点検評価委 員 会
学部運営委員会
3 日 大 学院部会拡大W G （理 ・ 工）
5 日 学部 自 己点検評価委員会
学部施設整備委員会
学部外 国 人留 学 生委 員 会
8 日 学部新入 生保護者施設見学 ・ 懇 談会
学部教務委員会
学 部 教育業績評価検討会
9 日 教授会
専任教授会
理 工 学研究科博士 前 期 課 程工学部会
1 0 日 新 入 生 学 部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 大 学院部会拡大W G （理 ・ 工）
1 6 日 JABEE講演会
「 技 術 者 教 育 認 定 制 度 (JABEE） の 本 格 実
施 に あ た っ て」
1 7 日 学部就職委員会
1 8 日 大 学院部会拡大W G （理 ・ 工）
1 9 日 学部将来計画委員会
学部運営委員会
2 3 日 学部電子広報委員会
学部教務委員会
学 部 入 学試験検討委員会
24 日 教 授 会
理 工 学研究科博士 前 期 課程 工学部会
理 工 学研究科博士後期 課程部会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 9 日 年史編纂委員会
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｜ 地域共同研究センター 1
4 月 1 1 日 運営委員会 （ 持 ち 回 り ）
1 7 日 サ テ ラ イ ト 技術相談 オ フ ィ ス 開 設
1 8 日 ～ 2 0 日 M E  X 金沢 2002 出 展
1 8 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
学
2 5 日 提案公募型技術開発事業 （委託費 ・ 補助金）
に つ い て の 説 明 会
講 師 ： 中 部経済産業局産業技術課長他 2 名
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4 月 22 日 専 門委 員 会
運営委員会
24 日 教 育 訓 練
2 5 日 専 門 委 員 会 （持 ち 回 り ）
同酬究センター ｜
4 月 1 9 日 運営委員会 （ 持 ち 回 り ）
第448号
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子の看護 の た め の休暇制度 に つ い て
平成 1 4年 4 月 1 日 か ら 子 の 看護 の た め の 休 暇 制 度 （特別休暇） が新設 さ れ ま し た 。
と れ は， 職 員 が負 傷 又 は 病 気 の 小 学校就学前 の 子 （ 6 歳 に 達す る 日 の 属 す る 年 度 の 3 月 3 1 日 ま で を い う 。 ） の
看 護 を 行 う た め ， 勤務 し な い こ と が相 当 と 認 め ら れ る 場合， 1 の 年 に お い て 1 日 を 単位 と し て， 5 日 の 範 囲 内 で
特別休暇が取得で き る も の で す。
詳細 に つ い て は ， 総 務 部 人 事 課 職 員 係 （ 内 線 60 1 9, 3023） 又 は 所 属 の 総務 担 当 係 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
〈くち ょ っ と一言〉 酒のイ ッ キ飲みの防止 に つ い て
春 は新入生歓迎 コ ン パ が盛 ん な 季 節 で あ り ， サ ー ク ルや ク ラ ス の 集 ま り で 学 生 と と も に お 酒 を 口 に す る 教職 員
も 多 い こ と と 思 い ま す。 こ の コ ン パ は親 睦 を 深 め る の に 格 好 の 飲 み 会 で は あ り ま す が ， 急性 ア ル コ ー ル 中 毒 で 病
院 に 搬送 さ れ る ケ ー ス も 後 を 絶 ち ま せ ん 。 （富山市消防本部 に よ る と ， 平 成 1 3 年 に 急性 ア ル コ ー ル 中 毒 等 ア ル コ ー
ル に 絡 む 病 院 搬送 は 1 1 4 件 あ り ， そ の う ち 未成年者 を 含 む 30歳未満 が 5 8 人 で 半 数 以 上 （約5 1 % ） を 占 め ま し た 。 ）
酒 の 主 成 分 で あ る エ チ ル ア ル コ ー ル は ， 胃 や 腸 か ら 吸 収 さ れ る と 肝臓 に 運ばれ， 酵 素 に よ っ て 分解 さ れ ま す。
こ の 酵 素 は 2 種類 あ り ， 最初 に ア ル コ ー ル を ア セ ト ア ル デ ヒ ド と 水 素 に 分解 す る 酵 素 （ A D H ） と ， ア セ ト ア ル
デ ヒ ド を 酢酸 と 水 素 に 分解 す る 酵 素 （ A L D H ） が あ り ま す。 こ の う ち 毒性が強 く 頭痛や 動 俸 を 起 こ し た り
顔 を 赤 く し た り す る ア セ ト ア ルデ ヒ ド を 分解 し て 無 害 に す る A L D  H の 量 に は ， 遺伝 に よ る 個 人 差 が あ り ， 酵 素
が 多 い ほ ど 酒 に 強 く ， 全 く 酵 素 が 無 く て 酒 を 受 け 付 け な い 人 も い ま す。 （ 日 本 人 は 比 較 的 ， A L D  H の 保 有 量 は
少 な い 。 ）
酒 を イ ッ キ飲 みす る と ， 血液中 の ア ル コ ー ル濃度が急激 に 上 昇 し ， 「 ほ ろ 酔 い 期 」 や 「酪町期」 を 飛び越 し て ，
お う 吐や意識混濁 な ど の 症 状 が 出 る 「泥酔期」 に 突 入 す る こ と が あ り ， ア セ ト ア ル デ ヒ ド を 分解す る 酵 素 が 無 い
人 の 場 合 は ， 大 量 に 飲 ま な く て も 生命 に か か わ る 危 険 な 状態 に な り ま す。
本 学 の 斎藤 清 二 保健管理セ ン タ ー 所 長 は 「大学生 の 場 合 2 年 生や 3 年 生 に な れば 自 分が酒 に 強 い か 弱 い か
が分 か る よ う に な る の で， あ ま り 無茶 は し な い 。 む し ろ 心 配 な の は 酒 の 強 弱 を 知 ら な い ま じ め な l 年 生」 と 指摘
す る と と も に ， 「酒が飲め な い 人 に 飲 酒 を 強要 し な い こ と が 大 事 で ， 無 理 強 い すれば犯罪 に も な り か ね な い 。 そ
し て 酒 を 断 る こ と は恥 で は な い 。 J と 強調 さ れ て い ま す 。
飲 酒 に 絡 む 事 件 も こ れ ま で 数多 く 起 き て お り ， 平 成 1 1 年 に 熊本大学医学部で 漕艇部員 が急性 ア ル コ ー ル 中 毒で
亡 く な り ， コ ン パ に 出 席 し て い た 熊本 大 学教授， 同 大 学 O B 及び上級 生 に 対 し て 遺 族 か ら 刑事告訴 ・ 損 害賠償請
求訴訟が起 こ さ れ， 現在 も 係 争 中 と な る な ど ， 悲劇 的 な ケ ー ス も あ り ま す。
今一度， 各 教 職 員 が楽 し い お酒 の 飲み方 を 考 え ， 学 生 に も そ の 旨 指導 し て い た だ き き た い と 思 い ま すが， い か
がで し ょ う か 。
（総務部企画室）
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